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4．閉 会   



資料一覧  

献血推進のあり方に関する検討会開催要綱   

献血推進のあり方に関する検討会委員名簿   

献血者数の推移〔年代別〕   

人口変動と献血率の推移〔年代別〕   

高校生献血者数・献血率の推移   

献血受入施設別の献血者数   

献血受入施設別の血液確保量   

献血種類別献血者数の推移   

献血種類別血液確保量の推移   

献血に係る普及啓発事業   

平成17年度若年層献血意識調査結果の概要   

平成20年度若年層献血意識調査要綱   

平成20年度若年層献血意識調査調査票  

資料6－1  

資料6－2  

資料7－1  

資料7－2  

資料 8  

資料 9  

資料10－1  

資料10－2  

関連記事   

普及啓発活動実績（国・都道府県資料）   

普及啓発活動実績（日本赤十字社資料）   

普及啓発活動実績（日本赤十字社資料：別紙）   

参考資料2  

参考資料3  

参考資料4  



「献血推進のあり方に関する検討会」開催要緬  

1．目的   

近年、わが国の献血者数は減少傾向にあり、特に若年層の献血離れは深刻  

なものとなっていることから、将来の安定的な血液確保に懸念が生じている。   

こうした状況を踏まえ、本検討会は、若年層に対する効果的な啓発方法をは  

じめとした今後の献血推進方策について広く検討し、検討結果をわが国の血液  

事業に反映させることを目的とする。  

2．検討事項  

（1）若年層を対象とした献血に関する意識調査の実施について  

（2）今後の若年層に対する献血推進方策のあり方について  

（3）その他  

3．委員構成  

（1）検討会の委員は、医学、法律等の有識者の他、患者団体、採血事業   

関係者、学校関係者、報道機関関係者及び地方自治体関係者等により構成   

する。  

（2）検討会は、委員のうち1人を座長として選出する。  

4．運営  

（1）検討会は、知的財産・個人情報等に係る事項を除き、原則公開するととも   

に、議事録を作成し、公表する。  

（2）検討会は、必要に応じ、参考人として、献血啓発に関係する機関や民間   

会社等の代表者の参加を求めることができる。  

5．庶務  

検討会の庶務は医薬食品局血液対策課が行う。   



「献血推進のあり方に関する検討会」  

要員名簿  

氏 名   現  職   

6  飯沼雅朗  社団法人日本医師会 常任理事   

2  宇都木伸  東海大学法科大学院実務法学研究科 教授   

3  街藤 隆  東京大学大学院教育学研究科 教授   

4  大平 勝美  社会福祉法人はばたき福祉事業団 理事長   

5  掛川 裕通  日本赤十字社㊥液事業本部 副本部長   

6  川内 敦文  高知県健康福祉部 医療薬務課長   

7  河原 和夫  東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科 薮授   

8  清水 勝  医療法人西城病院 理事   

9  住友眞佐美  東京都福祉保健局 保健政策部長   

10  田辺善仁  株式会社エフエム大阪 専務取締役   

四  中島・一格  東京都赤十字血液センター所長   

12  羽田真由香  全国学生献血推進協議会 委員長   

13  花井十伍  ネットケークく医療と人権〉  理事   

－14  堀田美枝子  埼玉県立浦和西高等学校 養護教諭   

15  山本シュウ  株式会社アミ 
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冒ほ 冗  

献血に係る普及啓発事業  

献血推進キャンペーン等の実施  

愛の献血助け合い運動（7月）  

はたちの献血キャンペーン  

（1－2月）  

献血推進キャラクター   

「けんけつちゃん」の活用  
けんけつ  

H O P  
S T E P  
JU＝M＝P  「献血構造改革」（H17～）   

～普及啓発の対象を明確にした効果的な   

活動や重点的な献血者募集を行う  

①若年層の献血者数の増加  

②安定的な集団献血の確保  
③複数回献血者の増加  

←高校生向け普及啓発用テキスト   



献血構造改革の目標  

ご平成i7年度からの5年程度の達成目標）  

若年層の献血者数の増加  

10代t20代を献血者全体の40％まで上昇させる  
・ ∴●ニーへ－■■三悪 33．4％  

諷封ほ年度 ：汁5％  

早成曲竃義年度 29也2％  

安定的な集団献血の確保  

集団献血等に協力する企業数を倍増する。   
平成一芸－プ年度 24ァ220社   

謡成「、望年度 30，835社   

平成1三9年度 34．059社  

複数回献血の増加  

複数回献血者を献血者全体の35％まで上昇させる。   
平成てプ年度 27．5％   

平成頂盛年度 28．1％   

平成篭9年度 29．5％   



平成柑年5月  10日運営委員会提出資料   

若年層献血意識に関する調査結果の概要く案）  

Il調査の概況  

1 調査の目的   

近年、献血者数は減少傾向にあり、特に若年層の献血者の減少  

が著しい。   

これに加え、平成17年2月、国内で′初めて変異型クロイツフ  

ェルト・ヤコブ病（v CJD）患者が確認されたことから、輸血  

を通じたv cJDの伝播を防ぐための献血制限の強化等により、  

血液製剤の安定供給の確保に支障を来すおそれが生じている。   

こうした中、少子高齢化に伴う献血可能人口の減少など、将来  

にわたって安定的に血液製剤を供給していくためには、若年層献  

血者の確保を図ることが重要であることから、若年層の献血に対  

する意識を把握し、献血推進方策等を検討する上での基礎資料を  

得ることを目的として本調査が実施された。  

2 調査の対象者  

16歳から29歳の献血経験者及び献血未経験者  

塞 献血経験者 ：過去に1度でも献血の経験がある者  

※ 献血未経験者‥今まで1度も献血の経験がない者（採血前の検査で塞準  

を満たさないため献血できなかった者を含む。）  

3 調査の時期  

平成18年1月2 0日～2月3日  
「はたちの献血」キャンペーン期間中  

4 調査の方法   

委託先調査会社が保有している一般消費者パネルに対して、イ  

ンターネットを通じて調査票を送付し、地域区分ごとに一定数に  

達するまでの回答を収集する。   



5 調査の内容  

調査の内容は、大別すると次の事項に分けられる。   

①献血に関する認知度や献血へのイメージについて   

②献血を行った時期やきっかけについて  

6 調査、票の回収状況  

区  分   献血経験者   献血兼任験者   合  計   

北海道   2 0 0   2 0 0   ヰ 0 0   

東北   3 5 0   3 5 0   7 0 0   

関東甲信越   1． 8 0 0   1． 8 0 0   3，6 0 0   

東海北陸   7 5 0   7 5 0   1， 5 0 0   

近蛙   8 5 0   8 5 0   1． 7 0 0   

中国・四国   4 5 0   4 5 0   9 0 0   

九州・沖縄   6 0 0   6 0 0   1． 之 0 0   

合 計   5．0 0 0   5． 0 0 0   10．0 0 0   

Ⅱ 調査結果の概要  

1 献血未経験者  

t基本情報（回答者5000人）  

①盤＿畳むでは、男性が1．688人（33．8％）、女性が3．312人（66．2％）   

であった。  

②年齢』Lでは、25～29歳が 2．882 人（57．6％）、次いで   

2 

（6．1％）、 16～17歳が275人（5．5％）であった。  

③職業牡では、会社員が1，596人（31．9％）、次いでその他が   

999人（20．0％）、大学生・専門学校生が932人（18．6％）、   

専業主婦が856人（1了．1％）、高校生が398人（8．0％）、自   

営業が115人（2．3％）、公務員104人（2．1％）であった。  

④畢阻間際従事阜は300人（6．0％）であった。  

2   



■献血に関する認知度や献血へのイメージ   

献血未経験者の4人に1人（26．2％）が献血を知らないと回  

生 rコD   

また、献血ルームのイメージについて、「明るい」が18．2％  

で「暗い」の20．6％とネガティブイメージが上回っていた。  

Q11 献血に関する認知度について、「ある程度知っている」   

が3，268人（65．4％）、 rよく知っている」が421人（8．4％）   

で、献血を知っている暑が全体の7割を超えていた。  

Q 2  献血への関心について、  「関心がある」が 2，291人  

（45．8％）、「非常に関心がある」が 318 人（6．4％）で、献  

血に関心がある者が全体の5割を超えていた。  

Q3  献血に関する瑚体としては、   

「街頭での呼びかけ」が 3．上柑5 人（69，7％）、次いで r献血   

バス」が3．261人（65．2％）、「テレビ」が3．006人（60．1％）   

であった。（複数回答）  

Q4  献血坤として   

は、「テレビ・新聞・ラジオを使った呼びかけ」が2，569人   

（51．4％）、次いで r街頭や職場、学校等での呼びかけ」が  

1．921人（38．4％）、 r献血に関するイベントでの呼びかけ」   

が1．167人（23．3％）であった。（複数回答）  

Q5 献血¢ヰ・ヤンペーーンを珊本としては、   

「テレビ」が4．445人（88，9％）、次いで「インターネット」   

が2．094人（41．9％）、 r新聞」が1，409人（28．2弘）であっ   

た。（複数回答）  

Q6  ㈱j担．用について、「テレビで   

見た」が1．465人（29．3％）、「ポスターで見た」が817人（16．3％）   

で、全体の5割が認知していた。  

Q7・キヤン…卜   
は、「上戸彩」が302人（6．0％）、「仲間由紀恵」が248人   
（5．0％）、「木村拓哉」が138人（2．8％）であった。  

3   



Q8  「けんけつちゃん」の認印度は、148人（3．0％）。職業   
別では、高校生 20人（5．0％）が、また、地域別では、東北  

14人（4．0％）の認知度が高かった。  

Q9 献血キヤンペ「ン（「愛叫   
ち卿は、「知っている」が1，297   

人（25．9％）で、－「知らない」が3．703人（74．1％）であった。   

QlO 高校生向けの献血に開瑚啓発肇村■「HOP STEP   
卵乱について、「知らない」が4，646人   

（92．9％）で、記憶ありは354人（了．1％）であった。  

Qll エイズ検査結果の非通知について、「知って  

1，460 人（29．2％）、「知らせていると思った」が   

（31．1％）、「そもそも検査していることを知らなか  

1．986人（39．7％）であった。  
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Q12  献血で感染症に感染しないことについて、「知ってい   

る」が3．044人（60．9％）、「知らない」が1，956人 く39．1％）   

であった。  

Q13 血麟こことについ  
．て、「知っている」が1．132人（22．6％）で、「知らない」が   

3，由68人（7了．4％）であった。  

Ql 献血ルームのイメージについて、「暗い」が1．030人   

（20．6％）で、「明るい」908人（18．2％）を上回っていた。  

■献血をしたことがない理由等  

献血未経験者が献血しない1番の理由としては、  

・針を刺すのが痛くて嫌だから（14．2％）  

・何となく不安だから（6．5％）  

・恐怖心（5．0％）  

・血を採られているという感じが嫌だ（4．6％）  

といったJ採血の際の痛みや不安」が全体の3割を占めていた。   



Q15  献血をした坤   

のうち最も回答が多かった塑は、「針を刺すのが痛くて嫌だからJ   

の711人（14．2％）であった。  

また、臥血を串  

も主叫と、「針を刺  

すのが痛くて嫌だから」が1．455 人（29．1％）、次いで「何  

となく不安だから」が1．397 人（27．9％）、「健康上出来な  

いと患ったから」が1，138人（22．8％）であった。  

Q16  献血するきっかけとなり榊   

たもののうち最も回答が多かったのは、「献血しているところが入り   

やすい雰囲気になった」場合で865人（17二3％）であった。  

また、献血するき叫で列  

してもらい、その中で挙げられた理由につし十て見ると、「献  

血しているところが入りやすい雰囲気になった」場合が  670  

人（33．・4％）、次いで「針を刺すときに痛みを和らげる処置が  

実施された（麻酔など）・」場合が1．379人（27．6％）、「献血  

が自分の健康管理の役に立つようになった」場合が1．287人  

（25．7％）であった。  

2 献血経験者  

■基本情報（回答者500 0人）  

①塵凰では、男性が1．705人（34．1％）、女性が3，295人（65．9％）   

であった。  

②年齢別では、25～2 9歳が 3，699 人（了4．0％）、次いで2   

0～24歳が1，111人（22．2％）、18～19歳が145 人   

（2．9％）、16～「卜7歳が45人（0．9％）であった。  

③職業馳では、会社員が Z．099 人（42．0射、次いで専業主婦   

が1，067人（21．3％）、その他が749人（15．0％）、大学生・   

専門学校生が652人（13．0％）、公務員～03人（4．1％）、自   

営業143人（2．9％）、高校生8了人（1．7％）であった。  

④医療関係従事者は500人（10・0％）であった。  

5   



■献血に関する認知度や献血へのイメージ   

r街頭での呼びかけ」や「献血バス」に出会ったことがある  

とした割合が多く、ともに7割を超えていた。   

献血の呼びかけとして効果があると患った媒体は、「テレ  

ビ・新聞・ラジオを使った呼びかけ」5了．8％と最も高く、次い  

で「街頭や職場、学校等での呼びかけ」49．1％であった。   

献血ルームのイメージについて、r明るい」が 42．．1％で「暗  

い」の8．3％を大きく上回っていた。  

Ql 献血に関する広報で接触したことがある媒体としては、   

「街頭での呼びかけ」が 3，910 人（78．2％）、次いで「献血   

バス」が3，了65人（了5．3％）、「テレビ」が3，330人（66．6％）   

であった。（複数回答）  

Q22 献血の呼びかけとして効畔媒・阻として   

は、「テレビ・新聞・ラジオを使った呼びかけ」が2．888人   

（57．8％）、次いで「街頭や職場、・学校等での■呼びかけ」が   

2， 

が1．619人（32．4％）であった。（複数回答）  

Q3  畔としては、   

「テレビ」が4．375人（8了．5％）、次いで「インターネットj   

が2．195人（43，9％）、 r新聞」が1．521人（30．4％）であっ   

た。（複数回答）  

Q4  「氷川きよし」キャンペーン起用につ 

見た」が1．763人（35．3％）、rポスターで見た」が1．544人   

（30．9％）で、全体の7割弱が認知していた。  

Q5  キャンペーンキャラクターと して起用すべきタ レント  

は、「上戸彩」が285人（5．7％）、「仲間由紀恵」が221人  

（4．4％）、「木村拓哉」が155人（3．1％）であった。  

Q6  「けん坤は、350 人（7．0％）。地域別   

では、「束北」が46人（13．1％）で他の地域と比べ高く、職   

業別では、「高校生」が17人（19．5％）で他の職業に比べ高   

かった。   



Q7  献血キャンペーン（即「はた   
ちの献血キヤンペ∵ン」）の認知度は、「知っている」が2．322   

人（46．4％）で、「知らない」が2，678人（53．6％）であった。   

Q8  高校生向けの献岬TEPJUHP」  
された記  について、「・知らない」．が4．470人（89．4％）  

で、記憶ありは530人10．6％であった。  

Q？ エイズ検査結果の非通知について、「知っている」が3，200   

人（64．0％）、「知らせていると思った」が1．039人（20．8％）、   
「そもそも検査していることを知らなかった」が 了61人   

（15．2％）であった。  

QlO 献血で感染症に感染しないことについて、「知ってい   

る」が3，995人（79，9％）、「知らない」が1，005人（20．1％）   

であった。  

Qll 血輝こ∴とについ   
て、「知っている」が1．540人（30．8％）で、「知らない」が   

3．460人（69．2％）であらた。  

Q12  献血ルームの雰囲気について、「ふつう」が 2，479人   

（49．6％）、「明るい」が2，106人（42．1％）、「暗い」が415   

人（8．3％）であった。  

献血ルームの広さについて、「ふつう」が 2，728 人  

（54．6％）、 「狭い」が1，225人（24．5％）、「広い」が1．04了  

人（20．9％）であった。  

邸血ルームの榊応について、「ふつう」が2．8了5  

人（5了，5％〉、「良い」が1，890人（3了．8％）、 「悪い」が235  

人 く4．7％）であった。  

整蜘＝臥しについて、  

「ふつう」が2．576人（51．5％）、「良い」が1，836人（36．7％）、  

「悪い」が588人（11．8％）であった。   



■献血を行った時期やきっかけ   

現在、献血する理由（大きい順の3つまでの計）は、r自分  

の血液が役に立ってほしいから」が 3，367人（67．3％）、次い  

で「輸血用の血液が不足していると聞いたから」が 2．382 人  

（47．6％）、「自分の血液の検査結果が自分の健康管理のため  

になるから」が2．064人（41．3％）であった。  

Q15 初めて献血した年粗lま、「16－17鹿」が1．7甲人   

（34．6％）、「18～19歳」が1．528人（30．6％）で、10   

代での献血が全体の6割を超えていた。  

Q16 初畑野は、r献血バス」が1．856 人   

（37．1％）、次いで「献血ルーム」が1，629人 く32．6％）、「高   

校での集団献血」が1．131人（22．6％・）であった。   

Q17  初めての献血の種板は、「200ml献血」が最も多   

く 3，117人（62．3％）で、「400m 一献血」が946人（用．9％）、   

「成分献血」が2了6人（5．5％）であった。  

Q18 過去1年間の献血回数は、  

200ml献血では、  「1回」が1，115人（22．3％）、  

r2回」が435人（8．7％）、「3回」が244人（4．9％）、「4  

～6固」が231人（4．6％）で、2回以上の合計は910人（18．2％）  

であった。  

400ml献血では、  「1回」が 831人（16．6％）、  

「2回」が317人 く6．3％）、 「3回Jが171人（3．4％）で、  

2回以上の合計は488人（9．8％）であった。  

成分献血では、「1回」が386人（7．7％）、 「2回」  

が170人（3，4％）、 「3回」が106人（2．1％）、「4回以上」  

が 278 人（5．6％）で、2回以上の合計は 554人（11．1％）で  

あった。  

Q19 今までの合計献血回数は、「1回」が1，409人（28．2％）、   

次いで「3～5回」が1，363人（27．3％）、「2回」が813人   

（16．3％）で、全体の7割以上が複数回の献血者であった。  
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Q20 初めて献血した際のきっかけとして1細   
もののうち最も回答が多かったの峰、「自分の血液が役に立らてほ   

しいから」の1，（ほ6人（33．7％）であった。  

Q21 現在、世塵   

も回答が多かったのは、「自分の血液が役に立ってほしいからJ   

の2，196人（43．9％）であった。  

また、献血する卿その  

生卵、「自分の血液が役に立  

ってほしいから」が‘3，367 人（67．3％）、次いで「輸血用の  

血液が不足していると聞いたから」が 2，382 人（47．6％）、  

「自分の血液の検査結果が自分の健康管理のためになるか  

ら」が2，064人（41．3％）であった。  

Q22 亭華での坤   
垂りこついては、「どちらかといえば有効」が2，274人（45．5％）、   
「非常に有効」が1．022 人（20．4％）で、有効であるとの評   

価が全体のラ割弱を占めていた。  

■ その他  

Q14  献血についての妻紺卜たしヽこことについて、「献血   

について正しい知識、必要性を知らせてほしい」が2．116人   

（42．3％）で、次いで「献血したときの処遇晶（記念品）を   

もっと良く してほしい」が 2．101人（42．0％）、 「献血する   

場所、日時などについて十分知らせてほしい」が1，933 人   

（38．7％）であった。（複数回答）   



（参考）  

「献血未経験者」と「献血経験者」の回答比較（同一の設問）   



資料10－1  

若年層献血意識調査要綱   

1 調査目的   

わが国の血液事業は、昭和49年に輸血用血液製剤の国内自給が達成され、今日に至るまで  

安定供給の確保が図られている。   

しかし、近年、献血者数は減少傾向にあり、特に若年層の献血離れは深刻なものとなってい  
ることから、献血推進の枠組みについての見直しが求められているところである。   

こうした状況を踏まえ、平成17年度に「若年層献血意識調査」を実施し、その後、「献血  

構造改革」による事業の開始をはじめとする新たな施策が実施されたところであるが、依然、  

若年層の献血者は減少傾向にあることから、今般、平成17年度と同様の意識調査を実施し、  

前回調査データとの比較を行うことにより、裏年層の献血に関する意識等に変化があるのかど  

うかを検証・評価を行い、今後の若年層に対する献血推進の枠組みの検討に資することを目的  

とする。  

（l）調査内容  

① 献血への関心度や献血へのイメージを把握する。  

② 献血に関する認知度を把握する。  

③ 献血を行った時期やきっかけを把握する。  

④ ①～③について、平成17年度の調査結果との比較を行う。   

（2’）調査の活用  

若年層の献血意識の変化や内容を把握・検証し、今後の献血推進方策の検討に資する。   

2 調査方法   

（1）調査手法  

インターネット調査  

例：モニター調査、委託業者のHP上での調査 等  

（2）調査対象  

10，000客体 （献血経験者、献血未経験者それぞれ5，000客体）  
全国を以下の7ブロックに分け、各ブロックの若年層人口（15～29歳）の全国に占  

める割合に応じてブロックごとの客対数を決定する（参考：前回客対数→別紙）。  

・ブロック①（北海道）  

ブロック②  

ブロック③  

ブロック④  

ブロック⑤  

ブロック⑥  

ブロック⑦  

（青森、岩手、  

（茨城、栃木、  

（富山、石川、  

（滋賀、京都、  

（鳥取、島根、  

（福岡、佐賀、  

宮城、秋田、山形、福島）  

群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、新潟、山梨）  

福井、長野、岐阜、静岡、愛知、三重）  

大阪、兵庫、奈良、和歌山）  

岡山、広島、山口、徳島、香川、愛媛、高知）  

長崎、大分、熊本、宮崎、鹿児島、沖縄）   

（3）調査時期  平成20年9月上旬～10月上旬   

3 調査手順  

（1）調査会社と契約し、別添調査票によりインターネット調査を実施。  

＊「献血経験者用」の問13と問17、問20と問17並びに間13と間22は関連づ  

けて集計する。  

（2）集計、前回調査結果との比較・解析後、「献血推進のあり方に関する検討会」に報告。  

（3）報告書を薬事・食品衛生審議会血液事業部会運営委員会に報告。  

（4）報告書を各都道府県に送付。   



資料10－2  

献血未経験者用  

若年層献血意識調査  
太字下線は17年度調査との比較を行う設問  

盟⊥ 献血について知っていますか。  
1．よく知っている  2．ある程度知っている  3．まったく知らない   

間2 献血の種類（※）を知っていますか。  

1．知っている  2知らない  

※ …献血の種類には、すべての血液の成分を採血する全血献血（200mLまたは400mL）と、  

必要な血液の成分だけを採血する成分献血（血梁成分献血または血小板成分献血）があり  

ます。   

問3 献血がどこでできるか知っていますか。（※）  

1．知っている  2．ある程度知っている  3．知らない  
※・‥献血は、①献血ルーム ②献血バス ③血液センター ④会社や団体での出張献血  

ですることができます。   

迫生 献血について関心がありますか。  
1・非常に関心がある 2．関心がある 3．特に関心がない  4．全く関心がない   

問5 献血は患者さんに対する輸血だけでなく、献血を原料とした血液製剤として、さまざまな   

病気の治療に役立っていることを知っていますか。  

1．知っている  2．知らない   

間6 献血へ協力してくださる若い方の数が、近年大幅に減っています（※）。知っていましたか。  

1．知っている  2．知らない  

※ ‥一最近5年間で20代の献血者数は161万8千人から113万5千人（30％減）に、10代の献  

血者数は56万4千人から32万4千人（43％減）も減少しています。   

乱Z＿ 献血に関して、どのような広報媒体を見たこと（聞いたこと）がありますか（複数回答可）。   
1・テレビ  2．ラジオ  3．新聞  4．街頭での呼びかけ  

5．献血ルーム前の看板・表示  6．チラシの配布  

ポスターの掲示  8．献血関係のイベント   9．自治体の広報誌 10．雑誌等  
インターネット 12．献血バス  1

 

7
1
1
3
1
4
1
5
 
 

その他（  

何かで見た（聞いた）が、何の媒体か覚えていない  

見たこと（聞いたこと）がない  

盟旦 献血のキャンペーンを行う際の効果的な媒体は何だと思いますか（複数回答可）。   
1・テレビ  2．ラジオ  3，新聞  4．雑誌  5．自治体の広報誌  

6．インターネット  7．携帯電話  8．ポスター  

9．その他（  ）   

琶担＿ 厚生労働省では献血推進のためのキャラクターとして「けんけつちやん」を作成していま  
すが、知っていますか。   

1．知っている  2．知らない   

鼠＿土9 献血に関するキャンペーンを知っていますか。   

（毎年7月：愛の血液助け合い運動 毎年1～2月：「はたちの献血」キャンペーン）   

1．知っている  2．知らない   



盟＿＿迫 平成2年から、全国の高校3年生を対象に、献血に関する普及啓発資材「HOP STEP   

JUMP」を配布していますが、学校で配られた記憶はありますか占   

1・保健体育の授業で使用した  2．他の授業で使用した  3．配布されただけ  

4．知らない  

※ 参考（平成19年版 高校生副読本「HOPSTEPJUMP」→  
：／／www．mhlw．  ／new－info／kobetu／i  をご覧下さい）  aku／kenketsu  0／2e／index，html   

風塵 献血でエイズ、肝炎その他の感染症に感染することはありませんが、そのことを知ってい  

ますか。  

1．知っている  2．知らない   

且避 血液製剤（※）は未だ海外の血液に依存していることを知っていますか。  

1．知っている  2．知らない  

※…重症熱傷に用いるアルブミン製剤では、国内自給率は未だ60％台である。   

盟＿王4 献血ルームのイメージを教えてください。  

1．明るい  2．ふつう  3．暗い 4．わからない   

盟ユ亘 献血したことがないのはどのような理由からですか。  

理由の大きい順に3つまで、その番号をお選びください。  

1．献血を申し込んだが、基準に適合せずに断られた  

2．献血している所に入りづらかったから  

3．呼び込みが強引で嫌だったから  

4．献血場所が遠いので面倒だから  

5．近くに献血する場所や機会がなかったから  

6．どこで献血ができるか分からない  

7．時間がかかりそうだから  

8．忙しくて献血する時間がなかったから  

9．自分が献血しなくても誰かがやると思ったから   

10．自分の血液が役に立たないと思ったから   

11．血液が無駄にされていると聞いたから   

12．針を刺すのが痛くて嫌だから   

13．なんとなく不安だから   

14．健康上出来ないと思ったから   

15．病気がうつると思ったから   

16．献血すると言ったら、友人や家族からとめられた   

17．血を採られるという感じが嫌だ   

18．恐怖心  

／19．職員の態度が悪いので献血したくない  

20．献血する意志がない  

21．海外渡航歴等による献血制限で献血したくてもできない  

22．薬を服用しているので献血ができない  

23．わからない  

24．その他  

1番目［ニコ 2番目［ニコ 3番目⊂コ  

24を選んだ場合の具体的な理由  
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風塵 あなたが献血するきっかけとなり得る項目を選択してください。  

きっかけの大きい順に3つまで、その番号をお選びください。  

なお、13、14番を選択した方は、具体例を教えてください。  

1．家族や友人などから勧められた  

2．献血しているところが入りやすい雰囲気になった  

3．近くに献血する場所ができた（献血ルーム）  

4．近くに献血する場所ができた（献血バスまたは出張献血）  

5・キャンペーンやイベント等により献血が身近に感じられるようになった  

6．好きなタレントがキャンペーンに起用されていた  
7．献血の重要性が明確になった  

8．血液が無駄になってないことが分かった  

9．針が細くなった   

10．針を刺すときに痛みを和らげる処置が実施された（麻酔など）   
11．献血で病気がうつることはないと知った   

12．献血ルームの受付時間が長くなった   

13．献血したときの処遇晶（記念品）が良くなった   

14．献血ルームのサービスが良くなった   

15．献血が自分の健康管理の役に立つようになった   

16．職員の態度が良くなった   

17．海外渡航歴等の献血制限が解除された   
18．献血が健康にほとんど害がないということが分かった   

19．献血できる場所が分かった  

20．献血は絶対しない   

1番目⊂コ 2番目［＝コ 3番目⊂ニコ  
13を選んだ場合の具体例   

14を選んだ場合の具体例   

20を選んだ場合の理由  

間17 ご家族が献血している姿を見たことがありますか。  

1．ある  2．ない  3．おぼえていない   

間18 あなたのお友達に献血をしている人はいますか。  

1．いる  2．いない  3．わからない   

且遡 現在お住まいの地域は、以下のうちどちらになりますか。  

1．北海道  2．東北  3．関東甲信越  4．東海北陸  5．近畿  
6．中国・四国  7．九州・沖縄   

鼠＿呈9 現在おいくつですか 。  

1．16～17歳 2．18～19歳 3．20～24歳 4．25歳～29歳   

剋ヱ主 あなたの性別を教えてください。  

1．男性  2．女性  
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盟j呈 現在のご職琴を教えてください。  

1・高校生  2．大学生・専門学校生  3．会社員  4．公務員  5．自営業  

6．専業主婦  7．その他  

且裂 あなたほ学業及び職業で、医療関係に携わっていますか。  

1．はい  2．いいえ   

辿 献血に関する資料を読まれた後で次の質問にお答え下さい。  

資料は、下の資料ボタンをクリックするとPDFデータでご確認いただけます。  

a 献血の必要性への理解は良くなりましたか。  

1．はい  2．どちらかというとはい  3．どちらかというといいえ  4．いいえ  

b 今は献血に協力する気持ちはありますか。  

1．ある  2．どちらかというとある  3．どちらかというとない  4．ない  

c 今後、実際に献血に行きますか。  

1．はい  2．どちらかというとはい  3．どちらかというといいえ  4．いいえ   

間25 若い方の献血に協力する気持ちを高めるためには、どのようなことをすればよいと思いま  

すか。  

広報の方法やキャンペーン、イベント、献血場所などについて具体的なアイデアやイメー  

ジなどがあれば自由に記入してください。  

以上で献血に関するアンケートは終了です。御協力ありがとうございました。  

わが国は、輸血などの血液製剤を献血により安全に安定して国内自給することを目指している世  

界でも数少ない国です。  

今後とも、献血への御理解と御脇力をお願いいたします。  

なお、最後に、献血推進キャラクター「けんけつちゃん」をどうぞよろしくお願いします。   

プロフィールはこちら → http：／／www．mhlw．gojp／new－info／kobetu／ivaku／kenketsug。／1i．htm事  

4   



献血経験者用  

若年層献血意識調査  
太字下線は17年度調査との比較を行う設問  

問1献血は、患者さんに対する輸血だけでなく、献血を原料とした血液製剤として、さまざま  

な病気の治療に役立っていることを知っていますか。   

1．知っている  2．知らない   

間2 献血へ協力してくださる若い方の数が、近年大幅に減っています（※）。知っていましたか。  

1．知っている  2，知らない  

※ …最近5年間で芦0代の献血者数は161万8千人から113万5千人（30％減）に、10代の献  

血者数は56万4下人から32万4千人（43％減）も減少しています。   

塾旦 献血に関して、どのような広報媒体を見たこと（聞いたことが）ありますか（複数回答可）。   
1．テレビ  2．ラジオ  3．新聞  4．街頭での呼びかけ  

5．献血ルーム前の看板・表示  6．チラシの配布  

ポスターの掲示  8．献血関係のイベント   9．自治体の広報誌 10．雑誌等  
1
 

7
1
1
3
1
4
1
5
 
 

インターネット  12．献血バス  

その他（  

何かで見た（聞いた）が、何の媒体か覚えていない  

見たこと（聞いたこと）がない   

献血のキャンペーンを行う際の効果的な媒体は何だと思いますか（複数回答可）。  

1．テレビ  2．ラジオ  3．新聞  4．雑誌  5．自治体の広報誌  

6．インターネット  7．携帯電話  8．ポスター  

9．その他（  ）  

坦．旦 厚生労働省では献血推進のためのキャラクターとして「けんけつちやん」を作成していま  
すが、知っていますか。   

1．知っている  2．知らない   

坦丘＿ 献血に関するキャンペーンを知っていますか。   

（毎年7月：愛の血液助け合い運動  毎年1～2月：「はたちの献血」キャンペーン）   

1．知っている  2．知らない   

迫ヱ 平成2年から、全国の高校3年生を対象に、献血に関する普及啓発資材「HOP STEP   

JUMP」を配布していますが、学校で配られた記憶はありますか。   

1．保健体育の授業で使用した  2．他の授業で使用した  3．配布されただけ  

4．知らない  

※参考（平成19年版 高校生副読本「HOPSTEPJVMP」→  

0／2e／index．htm）をご覧下さ  ：／／www，mh［w．  ／new－info／kobetu／i  aku／kenketsu  

い）   

迫蓬 献血でエイズ、肝炎その他の感染症に感染することはありませんが、そのことを知ってい  

ますか。  

1．知っている  2．知らない  

良良・血液製剤（※）は未だ海外の血液に依存していることを知っていますか。  

1．知っている  2．知らない  

※・＝重症熱傷に用いるアルブミン製剤では、国内自給率は未だ60％台である。  
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出 献血ルームのイメージを教えてください。  

ルームの雰囲気  1．明るい 2．ふつう  

ルームの広さについて  1．広い  2．ふつう  

職員の対応について  1．良い  2．ふつう  

記念品や軽い飲食物について 1．良い  2．ふつう  

3．暗い  4．わからない  

3．狭い  4．わからない  

3．悪い  4．わからない  

3．悪い  4．わからない  

盟ユ主 献血について何か要望又は知りたいことがありますか。（複数回答可）  

1．献血する場所、目時などについて十分知らせてほしい  

2．献血について正しい知識、必要性を知らせてほしい  

3．献血で昼休み、夜間などの受付時間を延長してほしい  

4．職場や学校などで献血の機会を増やしてほしい  

5．献血された血液がどのように使われるのか知りたい  

6．献血したときの処遇品（記念品）をもっと良くしてほしい  

7．進学や就職時に献血の経験を考慮してほしい  

8．学校の寸受業で献血の重要性等について取り上げてほしい  

9．その他（  

10．特にない  

鼠ユ呈 初めて献血をしたのはいつですか。  

1．16～17歳 2．18～19歳 3．20～24歳 4．25歳～29歳  

盟ユ⊇ 初めて献血した場所はどこですか。  連づけて  

1．高校  2．大学キャンパス又は専門学校・各種学校  

3．職場  4．献血バス（1～3以外）  
5．献血ルーム（血液センター）   6．覚えていない   

鼠ユ4 初めての献血の種類は何ですか。  

1．200mL献血  2．400mL献血  3．成分献血  4．覚えていない   

間15 初めての献血で400mL献血をすることをどう思いますか。  

1．特に不安は感じない  2．不安  3．わからない  

2を選んだ場合の理由  

風塵 過去1年間に何回献血しましたか。  

（1）200mL献血  

1．0回 2．1回 3．2回 4．3回 5．4回 6．5回 7．6回  

（2）400mL献血  

1．0回 2．1回 3．2回 4．3回  

（3）成分献血  

1．0回 2．1回 3．2回 4．3回 5．4［司 6．5回 7．6回 8．7回以上  

盟ユヱ 今までの献血回数は合計で何回ですか。  連づけて  

1．1回  2．2回  3．3～5回  4．6～10回  5．11～20回  

6．21～30［司  7．それ以上  
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且蓮 初めての献血のきっかけになったのは、次のうちどれですか。  

きっかけの大きい順に3つまで、その番号をお選びください。  

1．自分の血液が役に立ってほしいから  

2．輸血用の血液が不足していると聞いたから  

3．自分の血液の検査結果が自分の健康管理のためになるから  

4．将来自分や家族などが輸血を受けることがあるかもしれないから協力した  

5．過去に家族や友人などが輸血を受けたことがあるから  

6．お菓子やジュースがもらえるから  

7．ネールアートやマッサージなどのサービスが受けられるから  

8．図書券がもらえたから  

9．なんとなく  

10．輸血を受けるときに役立てたいから  

11．家族や友人などに勧められたから  

12．高校に献血バス・出張献血が来たから  

13．大学キャンパスに献血バス ・出張献血が来たから  

14．覚えていない   

1番目［ニコ 2番目⊂ニコ 3番目［ニコ  

盟＿土塁 現在献血するきっかけになっているのは、次のうちどれですか。  

きっかけの大きい順に3つまで、その番号をお選びください。  

1．自分の血液が役に立ってほしいから  

2．輸血用の血液が不足していると聞いたから  

3．自分の血液の検査結果が自分の健康管理のためになるから  

4．将来自分や家族などが輸血を受けることがあるかもしれないから協力したい  

5．過去に家族や友人などが輸血を受けたことがあるから  

6．お菓子やジュースがもらえるから  

7．輸血を受けるときに役立てたいから  

8．テレビやDVDを観ることができるから  

9．ネールアートやマッサージなどのサービスが受けられるから  
10．なんとなく   

1番目［＝コ 2番目［＝コ 3番目□  

間20 ご家族が献血している姿を見たことがありますか。  

1．ある  2．ない  3．おぼえていない   

間21あなたのお友達に献血をしている人はいますか。  

1．いる  2．いない  3．わからない  

←間1了と関連づけて集計  

且＿墾 高校での集団献血があれば、その経験がその後に献血する動機付けになると思いますか。  

1．非常に有効  2，どちらかと言えば有効  3．あまり関係ない 4．全く関係ない  
連づけて集計  

且裂 現在お住まいの地域は、以下のうちどちらになりますか。  

1．北海道  2．鹿北  3．関東甲信越  4．鹿海北陸  5．近畿  

6．中国・四国  7．九州・沖縄  

皿旦生 現在おいくつですか。  

1．16～17歳 2．18～19歳 3，20～24歳 4．25歳～29歳  
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盟旦亘 あなたの性別を教えてください。  

1．男性  2．女性   

盟遜 現在のご職業を教えてください。  

2・高校生  2・大学生・専門学校生  3．会社員 4．公務員   5．自営業  

6．専業主婦  7．その他  

飽 あなたは学業及び職業で、医療関係に携わっていますか。  

1．はい  2．いいえ   

鼠＿呈墨 献血に関する資料を読まれた後で次の質問にお答え下さい。  

資料は、下の資料ボタンをクリックするとPDFデータでご確認いただけます。  

a 献血の必要性への理解は今までと比べ深まりましたか。  

1・はい  2．どちらかというとはい 3．どちらかというといいえ  4．いいえ  

b 資料を読んで献血に協力する気持ちは高まりましたか。  

1・はい  2．どちらかというとはい  3．どちらかというといいえ  4．いいえ  

C アンケートへの記載及び資料を読んで献血に行く回数を増やそうと思いましたか。  

1・はい  2．どちらかというとはい  3．どちらかというといいえ  4．いいえ   

間29 若い方の献血に協力する気持ちを高めるためには、どのようなことをすればよいと思いま  

すか。  

広報の方法やキャンペーン、イベント、献血場所などについて具体的なアイデアやイメー  

ジなどがあれば自由に記入してください。  

以上で献血に関するアンケートは終了です。御協力ありがとうございました。   

わが国は、輸血などの血液製剤を献血により安全に安定して国内自給することを目指している世  

界でも数少ない国です。  

今後とも、献血への御理解と御協力をお願いいたします。   

なお、最後に、献血推進キャラクター「けんけつちやん」をどうぞよろしくお願いします。  

プロフィールはこちら → ht  ：／／www．m川w．  ／new－info／kobetu／i  aku／kenketsu  0／1i．htmI  
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血液を必要とする人すべてが輸血を受けられるように。  

献血したことのある方もない方も、あらためてご協力をお願いします。  

血液を必要としている人はあなたのすぐそばにいるかもしれません。  

献血はなぜ必要なの？  

血液は様々な働きをしており、生命を維持するために不可欠のものです。そこで事故などで大量に血液が失われた人  

や、病気で正常な血液を造ることができなくなってしまった人には、血液を補充（輸血）することが必要になります。   

しかし、医療技術の発達した現在でも、血液と全く同じ作用をもつものを人工的に作ることはできません。医療に必  

要な血液は私たち自身が提供するほかに確保する方法がありません。   

献血は、病気やけがで血液を必要としている人のために、見返りを求めず血液を提供することです。鱒康な人のボラ  

ンティアによって、多くの人の命が救われているのです。  

お問い合わせ：  

厚生労働省医薬食品局血液対策課献血推進係（電話 03－3595－2395）   
厚生労働省  



献血者が減少しています  

現代の医療に欠くことのできない血液。  

その血液の確保が徐々に難しくなってきています。   

原因の一つは若年献血者の減少。若年者数自体が少子化の影響で減少しているほか、  

若年人口に占める献血者の割合も減少していることから、若年者の献血離れが進んで  

吐ると言えます。   

別の原因として、血液の安全対策の強化も挙げられます。  

血液にはウイルスなど病気の原図となるものが潜んでいる可能性があり、献血の前の  

問診でいくつかの条件に当てはまる方については、献血をご遠慮いただいています。  

感染症についての新たな事実が明らかになるにつれ、献血をご遠慮いただかなくては  

ならない人が増えてきているのです。   

このままでは輸血を必要とする方々に血液が届けられないという危機的な状況となる  

可能性もあります。   

献血はひとりひとりの思いやりによって支えられているシステム。皆さ  

んのご協力をお願いします。   



平成20年7月24日（木）東京新聞朝刊10ページ  

年代別 年間献血者数が2006年に初めて500万人を割り、献血協力者  
献血者数の推移  は国民の4％弱と限られた現状のなか、特に若者の献血離れが  

進む0 日本赤十字社は若い世代へのPRに力を入れるほか、夏  

期休暇などで献血者数が落ち込申がちな7月を「愛の血液助け  

合い運動」月間として協力を求めている。  （野村由美子）  
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参考資料 2  
【平成19年度 行事等実績】  

ハ‘ 、  t■料 

撤総数  薄薄志擬茸薗葦縫  洩蓮如滋勝一▲1．語義憲  脳漣・－妄＿‘冊箭1  一  帽 、、  三村■1         ㌫巣  墓  

献血運動を全国的な国民運動としてさらに盛り上げるために開催。  日本赤十字社共催  

平成19年7月4日  献血運動推進全国大会   国民  
（昭和天皇妃念献血推進賞、昭和天皇記念学術賞授与及び日本赤十字社有功  
章授与（皇太子殿下）、厚生労働大臣表彰状及び感謝状贈呈（厚生労働大臣）、  
福井県知事感謝状贈呈（福井県知事）   

平成19年7月  愛の血液助け合い運動  直島   愛の血液助け合い運動月間の一環として、都道府県等（約3印08枚）へのボス  
ターの配布。   

平成19年l】月～20 年3月  献血普及啓発広告の雑誌掲載  10代～20代の若年層   「週間少年ジャンプ」、rテレビジョン」、「nOnnO」、「Sm∂n」の雑誌媒体への広  
告掲載。  

献血者が減少しがちな冬期において安全な血液製剤を安定的に確保するため、  

平成20年1月1日－ 229日  「はたちの献血」キャンペーン  国民  
新たに成人式を迎える「はたち」の若者を中心として広く国民各層に献血に関する  

月  理解と協力を求める運動の一環として、都道府県等（約37，300枚）へのポスター  
の配布。   

献血量が少なくなる春の時期にあわせ、若年層を中心とした国民の献血に対する  

厚生労働省  
意識の苗場と献血参加促進を図る目的で行う。  

平成20年2月11日  献血推進の街頭キャンペーン  文京・お台場   国民（特に若年層）  会場をけんけつちゃんパークに見立て、けんけつちゃん親子塗り絵コーナーや、  
けんけつちゃんとの記念樟影コーナーほか、「けんけつちゃん絵描き取」の初披  
累やけんけつ体操、特別ゲストとして俳優の永井大さんをお招きしてのトーク  
ショーなど多様なステージを展開。  

中学生用血液及び献血につ  
平成20年3月   いての正しい知雉の普及啓発  中学生   中学生に対し、血液及び献血についての正しい知措の普及瞥尭を図れるような  

資材（ポスター）制作  
ポスターを中学校（約34．000枚）及び都道府県等（約乙008枚）へ配布。  

近年、少子高齢化に伴い献血可能人口が減少する中、特に若年層献血者の減  
平成20年2月  献血普及アニメーション（DVD） け  高校生  

少が著しいことから将来の血液製剤の安定供詣の確保を図ること目的とした、献  
制作（高校生向）  血普及アニメーション（高校生向け）を制作し、全国の高校（約8，1ロ0枚）及び各部  

道府県薬務主管課等（約200枚）に配布。  

献血についての副読本（HOP  
近年、少子高齢化に伴い献血可能人口が減少する中、特に若年層献血者申減  

平成20年2月   STEPJUMP（高校生用・教  高校生  
少が著しいことから将来の血液製剤の安定供給の確保を回ること目的とした、献  

負用））制作  
血l±関する副読本（高校生用・教員用）を制作し、全国の高校生（約】，158．000部）  
及び教員（約123，000部）等に配布。   
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血液センター共催  

H19．11．トー30  ティーンズドナー献血推進キヤ  道内一円   
近年、10歳代から20歳代の献血者が減少傾向にあることから、これらの年齢層  

ンベーン  10歳代から20縫代の道民  
に対する讐及啓発を強化するため血液センターと共催で若者を対象とした事業  ポスターの作成 

1．000枚  

H19．7．之3～25  愛の血液助け合い運動パネル  
展   道庁1階道政広報コーナー   地域住民   愛の血液助け合い運動月間の一環として「献血パネル農」を開催した。   血液センター共催  

H20．1．】5■－16  はたちの献血ポスター農  道庁1階道政広報コーナー   地域住民   はたちの献血キャンペーンの一環としてポスター展を間催した。   血液センター共催  
北海道  

北海道旭川赤十字血液センターの移勤献血車を市内に巡回させ、稚内市立図書  
Hl乱10．1■－5  献血推進タウン啓発   稚内市内   地域住民  館lこおいて献血に関するパネル農を実施するとともに、献血推進に係る啓発資材 等の配布し 

、街頭献血の呼びかけを実施した。   

通年   広報   道内一円   道民   
通年で報道機関や各市町村に対する広報資料の棲供により献血推進の普及瞥  
発を行った。   北海道広報資料：通年  

Hl⊆l．g．1〇   北海道社会貢献賞の表彰  かでる2・7 大ホール   献血推進功労者   献血の推進に組織を挙げて多大な功績があった団体や学校等を表彰した。  血液センター共催 表彰草数：10団体  

札幌市交通局が女偏している小学生高学年を対象としている、札幌市の施設を  

平成19年4月～9月  サタデー・テーリング   北海道赤十字血液センター   札幌市小学生4年－8年生  知り、郷土の知識を高めようと企画されているスタンプラリー方式の事業に血液セ ン 
ターをスタンプポイント改正場所として参加し、若年層の献血啓蒙をおこなっ  

た。   

平成柑年7月  サマー献血キャンペーン  北海道センター、附属センター及び蛮 蘭出  道民 全道の≠生ボランティアグループが各地で自主的な企画で献血と推進・警乗活動  
雉所   を実施した。  

平成19年12月  クリスマス献血キャンペーン  北海道センター、附属センター及び圭 出所  道民   全道の学生ボランティアグループが各地で自主的な企画で献血と推進・啓蒙活動  
請雉  を実施した。  

北海道センター  全道の学生ボランティアグループが北海道センターに集まり、キャンペーンの実  
平成19年8月  北海道学生献血推進協和会  北海道赤十字センター   道内学生献血推進ボランティアグ  ル「プ  画センターを見学し、血策分画製剤の知識を深めた。   

道内学生献血推進ボランティアグ  
平成20年1月  北海道学生献血推進協議会  北海道赤十字センター  ループ   キャンペーンの実鱒要綱の検討、若年層献血の推進や学内畝血のあり方及びポ  

ランティア拍織のあり方等を協濾した。   

平成19年10月－12   第2回「いのちと献血俳句コンテ ス  道内一円   
若年層を中心に幅広い年代から、献血に関する俳句の公募を行い、「献血」を通  

月  ト」  道民  して支えられる「生命」に意撞を向けさせるとともに献血活動の意義理解・普及の  
機会を創出することを巨的とする。   
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秩 〉卦■  崩  【青森県】              陸・・蓮巌忍  蕊套謹義旗意  塁票∃・ニュ出触疏瞳遍  感転生誌崩恕－1・芦、          ■＿■J血．け，ユニ  
県民   

ラジオ・フリーベー／く－・ポスター・電光掲示板にて献血思想の普及啓発を図っ  
H19・7一→8  《全国サ愛の血液助け合い運動  県内一円  た。   

H19・8・10  献血感謝の集い   
「愛の血液助け合い運動jの一環として開催。大臣賞伝達・知事賞贈呈・日赤有  血液センター共催  

青森駅前ビルアウガ5階イベントホー ル  県民  功宣伝達・輸血体鞍発表・ミニコンサート。県民の献血への理解を深めてもらう。  参加者 約200名  

青森県学生献血推進連絡会が企画・運営。  血液センター共催  
H19・8・1〔〉  学生サマー献血キャンペーン  青森駅前ビルアウガ 積   県民  主に大学生ボランティアによる献血呼びかけ・ティッシュ配り・着ぐるみ・手作りプ  

ラカートドリンクサービス・献血′くス装飾。  献血受付舌・：56名  

八戸市公会堂   八戸市近隣住民   公会堂内に献血・隠掛骨髄・献眼のブースを矧ナ、参加者に説明をしたり、パン  
す森県  H19・9・30  八戸健康まつリ  フレソトを配布。   

青森県学生献血推進連絡会が企画・運苫。  
主に大学生・高校生ボランティアによる献血呼びかけ・ティッシュ配り・ドリンク  血液センター共催 参加学生・55名  

H19・12・2．9．1 6  早生クリスマス献血キャンペー  県内3箇所のショッピングセンター  県民          ン  サービス・着ぐるみとの記念撮影・手作り絵本、紙芝居・アンハンマンのエキス放 映 
・ハンドベル・ドリンクサービス・くじ引き。   

H20・1～2  〈全国〉「はたちの献血キヤン ベ 
ーン」   県民   ラジオ・フリーペーパー・ポスターにて献血思想の普及啓発を回った。   血液センター共催  

通年   400m」献血強化運動   県内一円   献血協力事業所   県献血推進協議会長名（知事）で、各協力事業所へ、400ml献血の協力を文書  
にてお願いした。   

知事・日赤県支部長感謝状贈  エスポワールいわて   献血推進協力団体及び個人   献血の推進に積極的に協力し、他の模範となる団体及び個人に対し、知事及び  血液センター共催  
岩手県  7月18日  呈式  日本赤十字社岩手県支部長連名の感謝状を贈呈。   15E8体に対して感謝状を贈呈   

血液センター共催  
期間中献血実楕（人）  

岩手県  12月8日   クリスマス献血キャンペーン  献血ルーム「メルシー」   県民各層   冬季における血液の安定確保と、「全国草生クリスマスキャンペーンZDO7」とのタ    献血受付数3．407 献血者数乙707  
－12月25日  他県内1Zケ所  イアップによる石年層に献血の輪を広げる」とを目的に実施。   200m」398  

ヰ80mL】．573  

成分  736   

血液センター共催  
期間中献血実績（人）  

冬季における血液の安定確保と、400m」献血の推進を目的に実施。  献血受付数2，464  
岩手県  2月2日   バレンタイン献血キャンペーン  献血ルーム「メルシー」   

他県内7ケ所  県民各層  キャッチフレーズ  献血者数l，973  
－2月14日  

「献血はみんなの愛と勇気！」   200mし 279  
400mLl．080  

】  
成分  614   
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・県内の高等学校、市町村、保健所及  
び献血ルーム・／くス等に応募用紐及  
びポスターを配布  
インターネット、郵便等を利用（募集）  
イ献血者に感謝する集い」で表彰  
・入賞作晶によるラジオCM放送実施  

H柑．1l．15（表彰式）  

H20．1．い－H20．2．29  

（ラジオCM放送）  H19，6．†■－H19．8．31 （募集）  
献血思想の書及と献血意諒の向上を図るため、「献血」に関するショートストー  
リー仕立てにした作品を募集し、優秀作晶を表彰するとともに、人毛作品によるラ 
ジオCM広報を行う。  

県内の高等学校119校に応募を呼びかけるなどし、  
117通の応募があった。  愛の献血70字ストーリー募集 事案  

若年層を中心に幅広い年代   

・県内の中学校等の全生徒に応募用  次の献血を担う中学生から、献血に闇するポスターの公募を行い、献血の必要  
H18．－．3一日19．9．7 （  

募集）  
性・玉章性を啓発し、近い将来の献血者の増加を回るとともに、優秀作晶を活用  血液センター共催 

H19．12．19（表彰式）   
配（募ト  中学1年生－3年生  57授から2g3点の応募があった。手た、優秀作品を 用いたポスターを作成し、中学校嘗に配布した。  

式）  要性虔呼びかける。  

今後とも安定的に献血者を確保するたねには、若年層の献血が棲めて王事であ  
ることから、「献血」や「輸血」に関するショートメッセージの募集をとおして、人間‘  

福島県  
メッセージ募集」   院等   H柑．7．31－H20＿3．31  ふれあい伝言板事業「ショート   ・県内で実施される献血会場及び病   ・初めて献血した高校生等 ・輸血を受けた本人またはその豪族，    ヰ壬と相互扶助の精神を基本理念とした献血意練の書及啓発を特に若年層に対 して図るとともに 

．広く県民への駄血への理解と協力を働きかけることを目的とす  
る。 

ふれあい伝言板事業「絵本の  
H19．12．23  読み聞かせj   堵（ツイン広場）   等   児）に絵本「ぽくの血みんなの血Jの観み聞かせを学生ボランティアに実施しても  

らい、幼川、児期における献血思想の普及・啓発を図る。   参加した。   
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覇薙し昆踪彗茹■蔓茎   ・鋸  
渡瀬運動公園（藤間町）   栃木県医薬品配置協会や栃木県学生献血推進連盟「かけはし」の協力を得て、  血液センター共催  

H19．6．9－・H196．10   県民に対し、献血の普及啓発を行うとともlこ、移動採血車による献血を行うことに  来場者：約1．200名  
んちょう？」会瑞内  より、r献血思想」の意識の醸成を図ることを目的とする。   献血者数：79名  

栃木県  
平成19年度愛の血液助け合い運動の関連行事として、特に献血車実に積極的  

H19．7．28   献血功労者表彰式及び記念コ  県民  に協力し、広く県民の模範となるべき功労のあった団体及び個人に対して・、献血  
ンサート   推進協議会会長の感謝状を贈呈するとともに、県民を対象とした記念コンサート  

を開催し、献血の一層の推進を図ることを呂的とする。   

【群馬県】  蓮滋兢総  ■  ・ モミゆ一・・   

H19．7．29   第22回群馬県献血推進県民大 ．△．  県庁県民ホール   県内の献血功労者等   献血功労者等の表彰を実施。また、採血車を配車し、献血の協力を仰いだ。  血液センター共催 出席者：県内各地から200名  

群馬県  

H20．1．14   市内ショッピングセンター地内  により、若年層献血者を確保することを目的とする。   H20．1．12及び  「はたちの献血」街頭キヤンベー  JR前橋駅、JR高崎駅周辺及び太田  若年層を中心に幅広い世代   rはたちの献血」期間中、特に成人の目前後に街頭キャンペーンを実施すること  血液センター共催  

日本7■ロ桝カーリーゲ公式戦（J2）けスハ■草津vsベガルタ仙台」の試合を「献血応援ス  

へ●シャルマッチ」と銘打って血液センター所長の「献血推進メッセーゾ」の発信・ハーフタイム抽選  

金手た、けんけつちゃんの着ぐるみによる場内観客への献血PR等実施。当日  
群馬県赤十字  H】9．9．23   サ‘スハ■草津「献血応接スヘ’シヤルマッ  群馬県立敷島陸上競技場   

チ」開催  
若年層を中心に幅広い年代  は献血車有配卑し、採血も行われた。また、監督が献血に協力され、選手による   

血液センター  献血の呼び込み（ポケットティシュ）も行われた。ザス′く草津は今年5月に献血推  
進・啓蒙に必要な「献血PRポスターJの作成に協力、作成したポスターは献血団  
体・県内高等学校に配布する予定としている。   

医療lこ要するすべての血液製劉を献血により確保する確保する体制を確立する  
H19．7．Z4   愛の血液助け合いの集い  埼玉会館   県民、受賞者  ことを日的として開催し、献血功労団体（者）中表影等の諸行事を実施して、広く  

県民各層に献血思想の普及と献血への理解と協力を求めるものである。   

埼玉県  
若年層における献血の普及を図るため、献血推進用のポスターの原画を募集し、  

H19，2．1－H】9．5．9   
（募集）  献血推進ポスターコンクール  県内設置の中学生生徒  優秀作顔を選考する最優秀作諸においてポスターを作成献血の普及を図ると  血液センター共催          ロ     ロ■－ ともに 

、広く県民に呼びかけを行うものとする。   
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愛の血液助け合い運動  JR千葉駅東口前並びにケノスタル広 塩  県民   
広く県民に献血への理解と協力を求めることを目的に、主催者出席による運動月  

H19．7，l  間オープニングセレモニーの実施と「ポートクイーン千葉」によるうちわの配布並び に献血へ呼び掛けを実施した 
。   

H19．8．1－8．31  干葉県公務員職場献血推進月  県内各地   県民   
献血協力者が減少する8月に、県内の公務員を対象に職場での献血の実施を呼  
ぴかけ、この時期に必要な血液の確保を図ることを目的とする。   

H，19．8．5   学生サマーキャンペーン  ららぽーとTOKYO－BAY   県民   夏場の血液不足を補う手段の一つとし、若年層への献血の理解と協力を促す事  
を目的とする。献血会場にて献血への呼び凱ナ等を実施。   約20名－25名名の学生が呼び軌ナをする。  

若年層に対する献血啓発活動の一環として、普段献血に接することのない子供  

Hl‡I．82こ‡   小学生献血学習会   干葉県千葉港赤十字血液センター  県内の小学校に在学する児童生徒と   に幼少時から献血に対する興味、関心を持ってもらうことで、将来的な献血推進  血液センター共催 大型′くス2台利弔 
東京赤十字血液センター（視察先）  その保護者 した献血学菅／くスッアー28組62 名の親子が参加  

について説明、血液検査・製剤工程等施設見学等を実施。）  

H．19且13   ライオンズクラブ国辱協会333－ C地区血推進研会  ホテルスプリングス幕張   県内ライオンズクラブ   県内ライオンズケラフを対象に、日頃の献血奉仕活動に対する意見交換や、事例  
献究  発表などをしてもらい今後申献血車仕活動に生かす。   

干葉県  
県内において献血功労者及び献血協力推進団体に対して、表彰する。また．中・  

H19．10，30   干葉県献血感謝のつどい  干葉県文化会館   献血功労者及び献血協力推進団体   高校生かられ血推進啓発ポスターを募集し、それぞれ知事賞1名ヰ葉県健康権 祉部長賞2名ヰ集れ赤十字血液センタ 
ー所長貫之名を選び、表彰した。   

H．19．1之．22  学生クリスマズキャンペーン  JR干葉駅東口前並びにクリスタル広 埋ららぽ 
全四統一キャンペーンを12月に行うことにより、冬境の血液不足を補う手段の－  

H．19．12．2く）  －とTOKYO－8AY   つとし、若年層への献血の理解と協力を促す事を目的とする。献血会場にて献血  
への呼び掛十等を実施。   

特に献血協力者数が減少傾向となる冬期に、広く県民に射し献血への理解と協  

H之0．T．12   はたちの献血キャンペーン  フルルガーデン八千代   県民  
力を求めることを目的として、主催者也席によるオープニングセレモニーを実施。  
併せて、「千葉ロッテマリーンズ」選手とマスコットによるトークショー、サイン金、献  
血クイズ等のイベント並びに献血呼び凱ナ等を実施した。   末永仁志選手  

H20．2．1－2．2g  干葉県赫血推進強調月間  県内各地   県民   国が主唱する「はたちの献血」キャンペーンの徹底を期するために、本県独自の  
運動として県内各地の献血会埠において甘先賢材の配布を実施した。   

HZO．3．22   複数回献血クラブ   干葉市文化交流プラザ   県民   県民及び、献血協力者におよまり頂き、r献血をする上での健鷹づくリ」講演「糖尿   血液センター共催   
病漫談と健康体操」  
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携帯メールクラブ会員某葉と、メールでの成分献血予約を推進するためにキヤン  
H柑．10，J■－H20．3．3l  携帯メールクラブキャンペーン  東京都内各献血ルーム   ルーム来所献血者  ベーンを実施。期間中、メールで成分献血予約した会員と、400m」献血のメー  

ル依楓こ協力された会員に記念品を進呈する。   キャンペーン期㈲月平均1．500名  

H19．11．4（日）  医学講演・赤十字救急法（AE  武蔵野赤十字病院 1回  
17（土）   東京都赤十字血溝センター2匡】  携帯メールクラブ会員   日頃の献血への協力に対するお礼として、携帯メールクラブの会旦を対象とする  血液センター共催  
H20．3．15（土）  ナーAED”  た心肺蘇生法について理解・習得いただく。   あった。  

カード配付期間  
H†99．トーH19．11．18  

キャンペーン期間  
①H19．11．19～  
H】9．】21丁  冬季献血ほっとキャンペーン  東京都内各献血ルーム   ルーム来所献血者   期間中に事前に配布したカードを持参の上献血に協力してくれた方に記念品を濱  
②H20，】．之～  

すことで、血液が不足する冬季（11月～4月上旬）の献血者確保を目的とする。   

HZO．1．31  

③H2D．3．】ロー  

H20．4．14  

H202い－H2D229  携帯メールクラブ会員茎葉キャ   
携帯メールクラブのPRと会員募集を巨的としてキャンペーンを実施。期Ⅶ中、 パ「 

ンベーン  東京都内各献血ルーム   ルーム某所献血者  献血された方に簡単なズルモヤっとスティック」を配布「モヤっとスティック」   
東京都 〈配）  （もやつとスティック）  を解答し、携帯メールクラブに会員登揖された方は、次回献血時lこ記念品を進呈 する。  新規豊銀音数岩通常月平均600名 配布後の2月は1，721名  

移動採血魂埠で400mL献血協力者にキャンペーンカードを配布し．次回そのカー  

H20．4月末  H19．4月Z4日－  400mL献血リピートキヤンペー 一′  移動・出張採血現場・都内献血ルー ム  400mL献血協力者  ドを持参の上再度400m」献血に協力してくれた方に記念品をプレゼントする年2  血液センター共催  
回以上の複数回献血者の増加を目的とする。  

都内献血ルームで全血献血協力者にキャンペーンカードを配布し、次回そのカー  

H20．2月1日－3月31 日  チャレンジ成分キャンペーン  東京都内献血ルーム 血ル ルーム来所献血者  ドを持参の上成分献血に協力してくれた方に記念品をプレゼントする。全血献血  
（全ームを除く）  協力者に成分献血の協力も呼びかけることで、一人当たりの献血回数の増加を  

目的とする。   

都内献血ルームでキャンペーンカードを配布し、成分献血協力ごとに1回スタンプ  

H2D．2月1日～3月31 日   （全血ルームを除く）  ルーム来所献血者  を押印し、3匡卜押印された方に記念品をプレゼントする∴定期的に成分献血にご協  
力をいただくことを日的とする。   

H19．8．丁－H19．臥8  献血おもしろゼミナール  東京都赤十字血液センター （日本赤十字社辰巳ピル）   小学3年生以上の児童及び保護者  若年層への献血啓発事業として実施。小学生を対象にスライド学習及び／くネル クイズ、検査・製材・供桧部門の所内見学等を実施し、将来の献血者育成及び献 血思想の普及につなげることを目的とする 
。   

も織続して実施予定。   
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12月1日   神奈川県献血推進功労者表彰 式  横浜市教書会館   献血推進功労者及び献血の絵ボス  
タ一層入賞者   

血液センター共催  

10～2月   献血の絵ポスター農   横浜マリタイムミュージアム他県内赤   県内在住・在学の小中学生   献血可能年齢に達しない小串学生が献血に関心を寄せる契機となるよう、献血 に関する絵画集する 
十字病院  を募。   

神奈川県 

血液センター共催  
献血に関する座掌や献血ルームりくスの見学、一抹血硯増での呼び掛けや抜道な  

8月6日－10日 1之月26日  献血ボランティアスクール  県内3箇所の採血会場及びその周辺  県内在学の高校生  どのボランティア体験を通じて、高校生が献血についてより深く理解することによ  
り、自発的なボランティア活動の契機とすることを目的とする。  た，また、参加者を対象に12月により潔い内容でス  

クールを開催した。   

神奈川県内赤  ボランティア団体同士の交流を通じて、その輪を広げるとともに、ボランティア怠 洩の情勢を図ることを目的とする。また、献血をボランティアとしての托臓を広め  
十字血液セン  ボラフェスタINKANAGAWA  日本丸メモリアルパーク   県内ボランティア団体  
ター   ることで、献血意稽向上への波及を期待するもの。   出演し、献血の現状や玉章性などをリスナーに訴え  

た，   

輸血療法を適正に行う上での緒簡樋軌こついての理解を深め、もって血液製剤 の用のより一層の適正化図る 
平成20年3月8日  新潟県輸血フォーラム   新潟大学庭園草紙合病院   輸血医療関係者  使を。  

（内容）合同輸血療法委員会、研究発表、講演会   
適正使用への理解と協力をお願いした。  

新潟県  通年   
血液センタ一共催  

献血普及講演会   高等学僧   高校生   将来の献血を支える若年層へ献血知識の普及啓儀を図る。 ラ校で実施。講演会後、献血呼びかけ活動に参加した  
高校生もいるなど、書及啓発が図られた。  

平成19年9月7日  献血功労者表彰式   新潟県自治会館   献血運動推進団体   長年にわたり献血に協力いただいている団体等を表彰した。   血液センター共催  
今後も継続的な協力が期待できる。   
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滋穀監  ー撼琵娼抜殻堕‾靭′・  臣節脚閥闇領   

H柑．5．11、5．24  教育現場への働きかけ  県教育記念蛇ほか   県内全高校長、県内学校（′ト中・高） の  献血車実の啓発普及について協力を働きかけた  
保健主事  

ショッピングセンターでの懸垂幕  
H19．7・8、H20，1・2   掲示  富山駅前のショッピングセンター  一般県民   富山駅前の商業施設を活用し、献血啓発用の懸垂幕を掲示し、献血思想の普及  

く新規〉  
を行った。  

H19．7・22   サマー献血キャンペーン  ショッビングセンター   一般県民   夏場の血液不足解消のため、草生ボランティア主催によるキャンペーンを実施。  血液センター共催  

H19．7・・・10、HZO．巨2  献血啓発CMの上映   N、シネマコンプレックスで映画の本   一般県民   献血推進CMを作成し、TVや映画館で上映することにより献血の普及啓発を行っ  
絹前にCMを上映するもの  た。  

H19．7．2D－9．2（募集  
県内小・中学生を対象に献血推進ポ  

期間）  献血推進用ポスター募集・表彰   スターを募集し、優秀作品を表彰する もの  未来の献血を担う児童生徒に対し献血べの理解を深めた。   血液センター共催  
H19．10．20（表彰式）  

表彰式＝富山電気ビル   

H】9．6－H20．3  保健師による健康相談く新規〉  献血協力企業など（献血車：県内5地 区）  献血申込者のうち、比重不足などで  比重不足による献血できなかった者に対し、保健師による健康相談を実施し、健  血液センター共催      献血できなかった方  康な献血者の確保に努める  

富山県  
H19．7   コンビニとの連携く新規〉  県内の某コンビニエンスストアー105 店矧こ示  一般県民   

掲  
愛の献血たすけあいポスターを県内の某コンビニエンスストアー105店鰍こ掲示  血液センター共催  

H19．1Z・9   全国学生クリスマス献血キヤン ペ ーン   一般県民   年末年始の血液確保のため、学生ボランティア主催によるキャンペーンを実施  血液センター共催  

H20．1．4、1．10、1．11  はたちの献血キャンペーン  県名各地ショッピングセンター、駅など  献血啓発資材等の配布   冬期における血液不足の解消のため、街頭キャンペーンを実施し、広く県民に理 と力めた  血液センター共催  
解協を求  

献血者の減少、若者の献血離れなどが深刻なため  
H20．1．12（土）放映  献血推進広報「献血に行こう」 番細制作  

ちは富山県です」）9二30－9：45   
輸血用血液の不足、献血による血液がどのように活用されているかをレポート  

く新規〉   し、献血に対する関心を高めることが目的である  

H20．ト14   「はたちの献血キャンペーン」イ ベ  ショッピングセンター   一般県民   ラジオ公開生放送による献血啓発活動及びし○VEメール会員募集イベントを実   血液センター共催  
ント  施こ  

H20．1，26へ・2，4  
H20．2．8一－2．柑  献血ポスター優秀作品の展示  県内ショッピングセンター   一般県民   小中学生献血推進ポスターコンクールの優秀作品展示を行い、献血思想の普及  

を図る  
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H19．7．い－H柑．10．3l  

（芦集）  

県内中学生   県内中学生を対象に、献血に閲するポスターの公募を行い、献血できる可能年  血液センター共催  
H19．12．18（表彰式） H19．12．12′－H20．1．9  齢に達した際にも、献血に対する抵抗が少なくな右ことを期待する。   24校から、之33点の応募があった。  

（展示会）   

石川県  H19，7．t－一H19．831  バス車内広告   県内全域路線／くス   県民   全国的に実施している7月の愛の献血助lナ合い運動に併せて、県民への書及瞥  
発を目的とする  

H19．9，29  
Hlg，10．20  大学学園祭会場での献血キヤ ンベ 

ーンの実施   大学祭参加者   若年層に対する普及啓発と、異動採決青を設正し、献血の体験を実施する。  血液センター共催  
H19．10．28  県立看護大学  

各市町成人式  新成人対象啓発   成人式会場   県内全新成人   各市町における成人式出席者に啓発資材等を配布  

H19．7．1   愛の血液助け合い運動街領 キャンペ 
ーン   県民   ・献血と併せ啓発資材の配布による献血思想の普及啓発。   血液センター共催  

H19、7．4   第43回献血運動推進全国大会  サンドーム福井   全国の献血運動推進に携わる関係者 約2 
．400名   加え、第之部のアトラクションとして越前万機、合唱、吹奏楽などを行った。   

H19．7．29／8．5  中部ブロック統一学生サマー献 血キャンペーン2007  県内ショッピングセンター   県民   
・福井県学生劇血推進連盟による街並キャンペーンを実施し、特に若年層に対す る軌血思想の普及啓発 

。   

福井県  H柑．12，22／12．23  全国紙一挙生クリスマス献血 キャンペーン2007  県内ショッピングセンター   民   ・福井県学生献血推進連盟による街頂キャンペーンを実施し、特に若年層に対す る献血思想の普及啓発 
。   

H19．12．23・－  冬から呑まで献血キャンペーン  血液センター   県民   ・慢性的に血液が不足する冬季、春先にキャンペーンを展開し、母体での血小板 成分献血者を安定的に確保する 
H20．5．30  

。   

H之0．1．2t5／1．27／1．29  臨時採血所の設せ   県内ショツビングセンター   県民 ・老年層を含め安偏した集客力のある大聖ショッピングセンターに臨時採血所を  血液センター共催  
／之．1／2．2／2．3  開設し、冬季における血液の安定供給を図る。   6日間で817人の方に叡血いただいた。  

H20．1．26   「はたちの献血」街頭キヤンベー ン  県内ショッピングセンター   県民   ・献血と併せ啓発資材の配布による献血思想の書及啓発。   血液センター共催   
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H19．7．†4   愛の血液助け合い運動街頭 ンペ 県民   愛の血液助け合い運動の期間に合わせ街頭キャンペーンを実施。ポケットティツ  
キャーン   シュ等配布。献血啓発CM放映。テレビ等によるPR。   

H19．9．5   第25匡】献血運動推進大会  ベルクラシック甲府   県民   献血功績者表彰（厚生労働大臣表彰・感謝状、県表彰、日赤表彰）。講演。参加  
者は一般県民、献血功績者、市町村職員、関係団体等。   

山梨県  H2〔＝．13  はたちの献血キャンペーン、街 キンペ 新成人を中心とした若年層  はたちの献血キャンペーンの期㈲に合わせ街頭キャンペーンを実施。絆創書等  
頸ャーン  配布。甲府駅ビルに敬重幕掲示。テレビ等によるPR。  

H19．7～H20．3    献血地域キャンペーン   各保健所管内（5箇所）  県民  各保健所管内において献血モデル市町村を選定し献血啓発活動を実施。   

【長里手県】  ぢ ま1JJl「■   r【’某  

陀・＝▲妬・岩声讃  ’1」き；ご     さ東嶺詰■重職コ Ⅶ  ■▼ 貫 雷▼叫【  

H19．10．26－10．28  
H20112′－1】4  献血ルーム体験運動   駒ヶ根市、佐久市、飯田市の市内大  県民   血液センターのない地域の大型店に臨時の献血ル⊥ムを設置し、献血の啓発を  献血者数：193人   268人  

型店  打つとともに献血への参加を募る。   
H20．2．15－2．17  18g人  

献血者が減少する夏期・冬期に大型店前に移動採血辛を配車し、学生ボランテイ  
H19．7．1（）、H19，7．21  学生ボランティアキャンペーン  長野市、飯田市の大型店耶   若年層を中心に幅広い年代  アの協力でサマーキャンペーン・クリスマスキャンペーンを実施し献血者を確保   

する。   124人  

H19．5．3、H19．10．6、  

H19，12，8  

長野県  H19，5．26、H19．9．22、  血液センター、献血ルーム以外に定期的に献血が行える場所を設定するため、  

H20．1，26 H19．8．18、H19．10．軋  長野市、上田市、岡谷市、山形村の大型店に定期的に移動採血手を配車し、定 例スポットとして定着させることで献血者を確保する 
。   

H20．1，5 H19．5．5、H20．】．4、  
H20．3．t6   

献血者が減少する寒い季節に、通勤者や苦い世代甲ラジオの視聴率が高い時 
H19．10・－H2【）．3  ■’けんけつ‖啓発ラジオマンス  県民   間帯の番組内で、平日の毎日、同じ時間に、献血を呼びかける放送をすること  

リー放送   で、書組の視聴者にH献血”という言葉雇耳にする機会を増やし、献血協力者の底  
上げを図る。   

H19．7  
H20．1   ラジオスポット放送  全県  県民  県内民放ラジオ2局で献血スポット広告を放送し、献血者を確保する。  放送回数：24回  
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キャンペーン期間中に県内の全教血ルーム、血液センター及び献血会媚におい  

H柑．7．1－H20．3．31  複数回献血キャンペーン  全献血会場   県民  て仰OmL献血をして、「けんけつちゃんお約束カード」をもらった方がもう一度400  
mL献血をすると先着10．000名に「ハローキティオリジナルシャープペン」を贈呈し  
た。   

愛知県  H，19．1之．22   学生クリスマス献血キヤンベー   栄広場（名古屋市中区錦）   若年層を中心に幅広い年代   愛知県学生献血連盟所属の学生ボランティアと協力して、学生有志やタレントに  血液センター共催  
ン2007  よるステ「ジライブを実鱒し、若年層への献血協力を呼びかけた。 若年層への献血協力の呼びかけ  

愛知県赤十字血液センター（瀬戸市）  
児童期からの献血教育の推進を昌的として、小学生とその保護者を対象とした親  血液センター共催  

み親子教室十   H19．8．15、16、21  血液おもしろゼミナール←夏休   （8月15・16日）  小字生とその保護者          愛知県豊橋赤十字血液センター（豊  子献血教室を開欄した。   児童期からの献血教書の推進   
格市）（8月21日）  

平成18年7月20日  平成19年度滋賀県愛の献血  栗東芸術文化会館さきら   受賞者・8赤奉仕団等裔血啓発協力  献血功労者に対する表彰状等伝達・贈呈式およぴESPERERANZÅ／えすべらん  血液センター共催  
感謝のつどい  者   ざによる記念講演  

平成19年8月5日  「サマー献血」   東近江保健所八幡支所   若年層・周辺住民   学生献血ボランティアによる献血啓発活動   血液センタ「共催  
78人の献血者  

平成19年9月9日  湖北長浜1000人献血運動  長浜勤労者総合福祉センター臨湖  周辺住民  血液センター共催  

滋賀県  
178人の献血者  

若年層・周辺住民   学生献血ボランティアによる献血啓発活動   血液センター共催  
平成19年12月23 日  「クリスマス献血キャンペーン」  JR近江八幡駅北口南口  177人の献血者  

学生献血ボランティアによる献血啓発活動   血液センター共催  
平成19年12月24 日  「クリスマス献血キャンペーン」  西武大津ショッビングセンター  若年層・周辺住居  75人の献血者  

平成20年1月  rはたちの献血」キャンペーン  県内各地   成人式を迎えた看   市町を通じ、献血啓発資材の配布  ′  
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7月  愛の血液助け合い運動   府民   血液製剤の国内自給を目指し、啓発を実施   血液センター主催  

学生献血推進協議会が主催し、献血の呼びかけを実施   血液センター主催  
7月8日   夏の学生献血キャンペーン  京都駅前   府民  献血人数：176人  

京都府  10月18日   献血推進協力琵闇等表彰式  京都府公館   献血推進協力者等被表彰者   献血推進協力団体・個人の表彰   団体表彰：12団体、個人表畝3人  

クリスマスキャンペーン   府民   
学生献血推進協議会が主催し、クリスマスにちなんだ衣装等により、献血の呼び  

12月9日  京都駅前  かけ等啓発を実施   献血人数；208人  

2月9日   はたちの献血キャンペーン   
岳府内‾円、京都抑   

府民   新成人を中■むに願血の啓発を実施、又学生献血推進協議会主催による、献血の  
呼びかけの実施   献血人数：101人   

魚’軍    覇   

雌 ・…  

若年層を中心に幅広い年代   若年層を中心に幅広い年代から、特に今画の募集は、複数回献血の必要性を    夏休みの課題のような形で学校のクラス単位での応  
の応募があった。   

CM化して発表）  

大阪府及び日  献血功労者及び一般府民   献中功労者表彰及び講演会の二部形式で美軋あわせて、募集事業の特賞作 品をラジオCM化したものを発表 本赤十字社大  大阪府献血感謝のつどい  森ノ宮ピロティホール  日   
阪府支部   
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H柑年8月   夏季献血推進強調月間  県下全域   県民 団体（事業所等）   広報媒体の活用等に≠り献血思葬の書及啓発を図るとともに、鱒増村血会や職  血液センター共催   
域献血の積極的な聞催を呼びかける。   8丁団体（事業所等）に文書で献血協力を依頼  

永年にわたり献血運動等lこ功績のあった団体等を鱒彰し、関係者の意娘の高捕  
兵庫県  H柑年11月5日  兵庫県紺血功労感謝のつどい  県公虎   県民、受賞者等  を図るとともに、血液事業についモの県民の理解を深めるため、輸血医療lこ閲す る体験発表欄を行う 

。   

H19年12月－  年末年始献血推進強抗期間  県下全域   県民、団体（事業所等）   広報媒体の活用等により献血思想の普及啓発を図るとともに、地域献血会や稚  血液センター共催  
20年1月  増献血の積極的な開催を呼びかける。   133臨休（事業所等）に文書で献血協力を依植   

若年層献血推進のため、県、教育委員会の協力を得て、県立高嶺全3年生に キャンペ 
H19年11月   18歳の献血キャンペーン  県立高校154校   県立高校3年生約3万人  ーンチラシ（内容‥・アンパンマンのエキス、ルーム地図、献血基準など） 配 

を付し、潜血ルームや献血バスでの参加を呼びかけたた。   

献血ルームや献血／くス、DMなどで会員を募集。19年6月－20年2月で允機的在  
H19年4月－  プラス1献血クラブーHYOGO－  献血ルーム・移動会場  メール会員  庫時など3回メール送付。  人）．  

※－国庫補助事業   献血応諾敵は300人。  

H柑年11月←20年3 月  栄養相族の実施   ミント神戸献血ルームニ  献血参加者  兵本県栄養士会とタイアップし、鍵過月曜日ミントルームで実施。また、3月始終  

姫路管内移動会場  など  
献血／くスで3回実施。  之0年3月末現在で実施、51人参加。  
※温厚補助事集  

献血参加者   ヒューマンアカデミー神戸松宇生による。水・木瞳日。   之0年之月末現在で、   
兵庫欄赤十字  （女性限定）   ※国庫補助事業   73回実施、738人♯加。  

H19年9月～20年3  スポー？マッサージ   ミシト神戸献血ルTム   献血者  ヒューマンアカデミー神戸枚挙生による。金曜日。   20年2月末現在で、  
月  ※国庫補助事業   24回実施、〇59人参加。  

日   H柑年8月柑日．柑   陀4時間テレビ』献血キヤンベー ン  アマドゥ（尼崎ショッビングセンター）  24時間テレビ来場者、買い物客  24時間テレビ放送日に合わせ高校生ボランティアとキャンペーンした。   2日間で受付153人一様血115人（4∞串85％）  

平成19年4月－7月  『オリックス』献血キャンペーン  スカイマークスタジアム   野球観戦者   オリックス球団とタイアップしi球場内でもオーロラビジョンなどで献血呼びかけい ただいた 
。若年層中心。   

H19年8月2日，8月 3日  血液センター親子見学会  血液センター   小学生の児童及び父兄   若年層（主として小学生）への献血思想書及活動。  
※戊庫補助事集   2日間で児童・父兄の86人が参加。 
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H19．4．1～H19．6．15  

（募集）  
県内在住・在学・在勤の方   広く県民に献血についての理解を深め、献血運動推進のPRに役立てるために実  応募135 作品  

H19．7．31（去彪式）   献血運動啓発ポスター募集  ・県内へ広報し、募集            ・県庁にて献血功絹者と併せて表彰  （年齢制限なし）   施。   うち、特選1点・入選4点について表彰  

各市町村の街矧こおいて献血啓発運動を実施し、献血思想の普及啓発並びに  
H】9．7．l～H19．8．31  愛の血液助け合い運動 （街頭献血キャンペーン）  県内市町村   県 民  血液が不足する夏期において安全な血液製剤を安定的に供給するため、献血者  

の確保を図る。   （献血者数：1，521人）  

H19．7．31   献血功績者表彰式   県 庁   献血に功繕のあった看を表彰  献血に対する県民の理解を深め、献血運動を推進するため∴献血に功績のあつ た看を表彰する 
奈良県  。   

③r献血運動啓発ポスター」入賞者表彰：5名  

①H19．8．2～H19 
8．8   

県内大型スーパー2店舗内  
献血運動啓発ポスター入賞作   ①ダイヤモンドシティ・アルル  「献血運動啓発ポスター」入賞作品（1  幅広い年齢層の優秀作品を展示することにより、広く県民各層に献血運動をPR  r献血運動啓発ポスター」特選1点・入選4点・．佳作14  

②H19．8．20～H柑．  ②奈良ファミリー  9点）   し献血に対する理解と協力を求めること目的とする。   点を展示  
9－2   

各市町村の街琉lこおいて献血啓発運動を実施し、新たに成人式を迎える「はた  

H20．1．1・－H20．229  はたちの献血キャンペーン （ンペ 県 民  ち」の著者を中心として広く県民各層に献血に関する理解と協力を求め、献血者  
往テ頭献血キャーン）   が減少しがちな冬期における安全な血液製剤の安定的供給のため、献血者の確 保を図る。   

戯縫勧銀越舘恕恵  ら ′－  

県民   人の多く集まる場所において街頭啓発を実施することにより、献血に対する理解 深めてらことと 
平成19年7月1日 一→31日  愛の血液助け合い運動キヤン ペーン  県内各地  をもうを目的する。   

平成19年7月24日  献血運動功労者に対する表彰 の  県庁知事室   献血運動功労者   献血運動功労者に対する厚生労働大臣表彰状、感謝状及び県知事感謝状を 贈呈し顕彰することにより 
及び感謝状贈呈  、献血運動の継続的な発展を目的とする。   ・知事感謝状7団体  

平成19年7月22日  海の日イベントにおける献血  海の日イベント会場（和歌山港周辺）  若年層を中心に幅広い年代   若者や家族連れが多く集まるイベント会場において啓発及び献血を実施するのこ とにより、献血に対する理解を深めてもらうことを目的とする。  血液センター主催  

平成20年1月1日 －2月29日  はたちの献血キャンペーン  県内各地   新成人   成人式会場において、啓発パンフレット等の配布を行うことにより、新成人に献血  
和歌山県  に対する理解を深めてもらうことを目的とする。  

平成19年5月17日  ，応募総数119点  

－9月1「日（募集）  献血推進ポスターコンクール  和歌山県自治会館   覇血推進ポスターコンクール入賞者  県内の高校生を対釘こポスターコンクールを実施し、参加型啓発として献血に   ・最優秀賞1点  
（表彰式）  ・入選10点  

平成20年3月15日  県内全域（15秒テレビスポット放送、 4  若年層を中心とした一般県民  日本赤十字社が実施する春の献血キャンペーンに併せて若年層を中心に、献血への協 力をびかけることにより 
－28日   5回）  呼、献血に対する理解を深めてもらうことを目的とする。  

平成19年4月1日  
～平成20年3月31  高校生、教員   高校文化祭等において、献血車を配置し、啓発リーフレソト、啓発物品配布によ  

日   り、献血及び啓発を行った。   
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H19．6．30  街頭献血キャンペーン  ジャスコ鳥取北店倉吉パープルタウ ンサテ 県下3地区で高校生ボランティアの参加・協力を待て、研修会や横領での呼びか けど 
H19．7，7  米子駅前ィー   を行うな、血液センターが行う街頭献血を体験させた。   

保健所、市町村及び血液センターで献血推進推奨班を編成し、各企業・団体等へ  
ギ・丑  H柑．7～8   献血推奨改編成による献血推、   県下一円   各企業・団体  の巡回訪問を行い、献血への理解と協力を要指するとともに新規事業所の開拓  

を行った。   

夏休みを利用して、施臥献血車の施披見芋を行うとともに研修会を行い、献血  
H19．8．2－5   親子見学会  血液センター等   小串学生の親子  への理解を深めていただいた。また、初8には、講演やクイズなどのイベントを  

行った。   
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【岡山県】  
溢  

臓窪    轟縫毒恕痍轟塵蜜塗説   難・禦炉    盟  

H19．4．1・－53】   

ももたろう献血キャンペーン  イトーヨーカドー同山店他   若年層を中心とした県民   県学生献血推進連盟主催により若年層を中心とした県民に春における不足する  血液センター共催  
イヘーント）  

時期の血液確保のため、献血を呼びかけた。   献血者数151人であった。  

寄贈者：  
ゴールデンウィーク中の血液の安定的確保を目的として、みどりの日に合わせ、 同協会より鉢花を寄贈いただき 

H19．5．2  鉢花贈呈式   同山県赤十字血液センター  岡山県インドアグリーン協会  、当日、いただいた鉢花を献血者にプレゼントし た 
。   た。  

H19．6．14  世界献血者デー   血液センター・献血ルーム・移動献血  献血者   6月14日の世界献血者デーを記念して、当日の全献血会場において、献血者の  血液センター主催  
会場  方に「けんけつちやん携帯マスコット」をプレゼントした。   献血者の方にたいへん好評であった。  

H19．6．29（オーフ■ニンゲ   全国的には7月の1か月間の実施とされている「愛の血液助け合い運動」を7月  血液センター共催  

イヘ■ント）  岡山県愛の血液助け合い運動  岡山県赤十字血液センター   県民  
から8月の2か月間とし、夏場の血液不足の解消に努めた。   「夏場の献血者確保」という目標のもと、県・市町村・  
また、オープニングイベントとしてキャラバン陳を編成し、献血協力団体を訪問し、  血液センター等関係機関が一丸となって推進してお  

〈月間）  協力を呼びかけた。   り、その成果は十分隠められる。  

H19，7．7   七夕献血キャンペーン   イトーヨーカドー岡山店   若年層を中心とした県民   県学生献血推進連盟主催により若年層を中心とした県民に夏における不足する  
時期の血液確保のため、献血を呼びかけた。   献血者数97人であった。  

H19．8．1～H19．8，3  小学生親子血液センター見学  岡山県赤十字血液センター   小学校5・6年生   将来の献血者として、輸血医療を支えていただける小学生に、親子で献血や血液  
H†9．8．7（一H19．8．10  体験教室  保護者   

について知己鼓や興味をもっていただくと共に親しんでいただくことで献血忠類の   
普及を図った。   （保護者を含む）の参加があった。  

献血に功労のあった団体・個人に対して、厚生労働大臣表彰・感謝状の伝達並び  
Ht9．臥9   献血感謝のつどい   ピュアリティまきぴ   厚生労働大臣表彰状等受賞者他   に知事・日本赤十字社県支部長及び血液センター所長怒謝状を贈呈するととも  

に、記念講演を行った。   に、記念講演を開催し、献血に対する理解を深めた。  
岡山県  

血液センター主催  
H†9，臥28～H19且18  血液事業海外研惇生受入事業  岡山県赤十字血液センター   1名  アジア諸国の血液事業向上に資するため、ベトナム赤十字社の研修生の受入れ   栗岡した研修生はベトナム赤十字社の医師で、主に  

（ベトナム赤十字社）  をおこなった。   「献血者の募集」について、岡山センターで研修をおこ  
なった。  

H19．10．29－  
H19．1ロ．30   献血推進団体との意見交換会  メル／りレク岡山   中国・四国地区ライオンズクラブ 中国・四国地区献血推進担当職員  献血推進団体の中心的存在であるライオンズクラブの各り一ダーの方々を招き、 献血へのより一層の理解と協力を要請し、相互の連携蘭化を図るため、血液セン タ 

一職員と意見交換をおこなった。   への理解と協力をお願いした。  

H19．12，1～12．2S  クリスマス献血キャンペーン  イオンモール倉敷他   若年層を中心とした県民   県学生献血推進連盟主催により若年層を中心とした県民に冬における不足する  
時期の血液確保のため、献血を呼びかけた。   献血者数232人であった。  

血液センター共催  
はたちの献血キャンペーンオー   献血者が減少しがちな冬期において安全な血液製剤を安定的に確保するため、   岡山県学生献血推進連盟の学生代表者に1日所長を  

H20．1．9  岡山県赤十字血液センター   県民各層  新たに成人式を迎える「はたち」の若者を中心として、広く県民各層に対し献血思  任命するための「1日所長」委嘱式を行い、施設内視  
嘱式  想の普及を図った。   察後、報道機関及び献血会場を訪問して、献血への  

理解と協力を訴えた。  

H20，2．3   サンクスドナーAED  岡山赤十字病院   複数回献血会員   日頃、積極的に献血に協力していただいている方々を対象に、救命救急の講熟と 心肺蘇生法の講習をおこない 
（AED講習会）  、赤十字運動への参加推進を図った。   受けた。  

血液センター主催  

いのちと献血俳句コンテスト  岡山県赤十字血液センター （式）   
若年層を中心に幅広い年代から献血に関する俳句の公募を行い、「献血」を通し  

H20．3．16  授賞   若年層を中心に幅広い年代  て支えられる「生命」に意識を向けさせるとともに献血活動の意義理解・普及の機 会を創出することを目的とした 
。  作品に対し、岡山センター所長賞を、3団体に対し同  

団体賞を贈呈した。   
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H19．4．1・－6．18   献血推進ポスター募集   県内全域   中t高校生   応募総数27ヰ名（中学生251名．高校生23名）   血液センター共催 
（募集）  t優秀賞1点．優秀賞5点，佳作10点遇出   若年層への献血啓発  

H19．6．1之・－   献血に行こうキャンペーン共催  献血ルーム   全県民   5回のイベント時期を設定し，テーマにちなんだた食品を贈呈するなどで献血者の獲得を  血液センター主催  

H之0．3．14  図る   複数回献血促進  

H用．7．1・－7．31  愛の血液助け合い逓動   県内全域   全県民   懸垂暮掲示．ポスター配布．広報臥ホームページ等による広報活勤実施．献血ルーム  
椚で献血呼びかけ（7／1）   計画的な年間軌血書の権保  

H．柑．7．27   広島県鮮血推進大会   鯉城会館   献血功労者  献血功労団体等表彰  
行政・医療関係者  献血推進ポスター募集債秀作品表彰   同上  

小学生・保は者   スライド学習，血液センター見学．献血クイズ   血液センター共催  
広島県  H】9．丁．31→－8．2  血液センター見学会  血液センター          rなるほど献血教室」共催  参加者280名（こども138名．保雄舌92名）   若年者及び保護者啓発  

H．柑．9．22   広島県輔血懇話会後程   KKR広島   医療関係書   血液製剤の適正使用の推進についての講演会  血液センター共催  
出席者110名  適正使用の促進  

H19．10 献血推進担当者会議   保健環境センター   市町担当者  移動献血計圃の策定   血液センター共催  
県保健所担当者  同左  

ポスター配布・掲示チラシ作成及び成人式で配布  
H20．1．1■－2．28  はたちの献血キャンペーン  県内全域   全県民  県広報誌lこよる広報  

血液センター共催  
街頭献血（l／8）  

若年■への献血啓発  

H20．】，l・－1．3l  広島黒血液製剤使用状況調査  県内全域   血液製剤の使用tが多い上位100医療  血液センター共催  
機関 適正使用の促進   
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【山口県】              淵避j    ∴も’ド1               t ユで－i 十  
H†9．7．7～H19．8．25  平成19年度「愛の血液助け合   

い運動」  14か所（デパート等街頭献血場所）  県民   
高校生等のボランティアの協力を得て、献血イベントを実施することにより、献血 への参加を呼びかける 

強調月間献血イベント  。   ・献血者1086人  

学校を通じて中学生・高校生に募集  
H19．5．30～H19．9．20  献血ポスター・作文募集   県内学校の中学生・高校生   これからの献血を担う中学生・高校生に対する献血思想の醸成を目的として実  ・ポスター168点  
H19．1220（表彰式）  施。   ・作文 120点  

H20．】．31   
山口廉  輸血用法委員会合同会議  県庁会議室   県内の血液製剤使用の100医僚機 関（医師 

・検査技師等）   

H2（】．1．19一－H2（〕．乙23  はたちの献血キャンペーン  10か所（デパート等街頭献血塙所）  若者を中心とした県民   高校生等のボランティアの協力を得て、献血イベントを実施することにより、献血 への参加を呼びかける 
。   

・献血者714人  

H2（）．3．2・〉HZO．3．31  高校卒実記念献血キャンペー   山口県赤十字血液センター   山口市内の高校3年生   高校卒業を契機として献血を体験してもらうため、期間中献血ルームでの献血を  血液センケ一兵催  
ン  字校を通じて呼びかける。   高校3年生の多くは400mL献血が可能となる。   

H19．7．23一一8．3  小学生頼子血液センター見学   山口県赤十字血液センター   
体挨教室  

県内の小学生（5・6年生）び保護者  血液の大切さを学び、将来の献血の推進につなげる   ・参加者約200人  

通年   小学生等を対象とした「献血出   県内の小学校   
前講座」  

県内の小学生（5・6年生）   血液の大切さを学び、将来の献血の推進につなげる   平成19年度開催（参加者約500人）20校訪問  

H19．7．7一〉7．8  七夕献血   2カ所（街頭献血）   県民   山口県学生献血推進協諸会ボランティアの協力を得て、献血への参加を呼びか  
ける。   

山口県赤十字  Rod Xlmas 2007   山口県赤十字血液センター   県民、FMラジオ視聴者   FMラジオの番経と連携し、献血キャンペーンを展開   マスメディアを活用した啓発  
血液センター  

H19．12．1－一12．25  全国学生クリスマス献血キヤン ベ 草生献血ボランティアが、若年層への献血への協力を呼びかけ   ・受付者27一人  

ーン2007   ・献血者Z15人  

H20，2．10■－H20．2．14  バレンタイン献血   県内   県民   献血者へ／ルンタインチョコのプレゼントをし献血を呼びかけ   ・薗定五箇設：献血協力者330名  

・移動採血車：献血協力者607名  

H20．3．ト｝H20．3．7  ひな祭り献血キャンペーン  山口県赤十字血液センター・献血 ルーム  県民   献血者へ雛あられをプレゼントし献血を呼びかけ   ・固定施設：献血協力者350名   

平成19年7月13日  
血液センター共催  

献血推進ポスター作成を通じて、献血に関心を持っていただくと同時に、献血に   77枚の応募作晶から、選考会で11枚を選定、献血  ～9月14日（募集 期間）  献血推進ポスター募集  県内の中学校、高等学校に募集要項  中学生・高校生          を送付  関する正しい知識を得る機会とする。   ルームで人気投票を実施し、最優秀作晶を啓発用冊  
子の表紙に活用した。  

若年層を対象に、献血思想の普及啓発、複数回献血者の確保、血液不足傾向が  
・・・馬；  平成19年7月1－  10代～20代の若年層  見られる時期の血液確保対策を図ることをヨ的とし、友人、知人と誘い合わせ  

平成20年3月31日  て、400mし献血、若しくは成分献血に協力していただいた、18厳から29慮まで  
の方に記念品を贈呈する。  

地元サッカーチーム「憶島ヴォルティス」のフアン感謝祭の会場において、献血啓  

平成19年12月2日   発／くネルを展示し、来填者に献血を呼びかけた。吉た、献血に協力していただい た方には、徳島ヴォルティスと連携し作製したオリジナルグッズを記念品として贈  
呈した。   
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地元女子バレーボールクラブチームの選手に1日所長を委嘱し、献血キヤンペー  
H19．7、】   1日血液センター所長   高松市商店街   県民  ン及び街頭献血を実施。警無音糞球の演稟や啓発晶の配布等を行い、献血への  

協力呼びかけをした。   

H19．7．21  高校生街頭献血キャンペーン  ゆめタウン高松 多津ビブレ   高校生   高校生献血ボランティアに献血に関する学習をしてもらった後、店内で献血への 協力呼びかけを実施 
H20，1．26  宇  。あわせて街且献血も行った。   

べ12校57名の応募があった。  

Hl【l．8．2   香川県献血運動推進大会  県社会福祉総合センター   県民   厚生労働大臣表彰状t感謝状等の伝達を行った。また、ボランティアに関する特  
別講演も実施。   

H19．8，8・｝8，8  小学生親子血液センター見学   香川県赤＋字血液センタ「   小字4－8年生親子   献血に関する学習会を開催し、献血の大切さを学んでもらった。また、血液セン クー施設内の見学も実施 
教室（新規）  。   に献血のことを知ってもらうことができた。  

香川県  

H19．8．18   学生献血推進協議会主催キヤ ンベーン  ゆめタウン高松   学生献血緻進協縫会   夏場の血液不足に対応するため、大学生献血ボランティアが街頭キャンペーンを  
実施。   広く県民のみならず、主催者側である畢生への献血  

意捜の啓発もできた。  

H19．10・－H19．12  献血出前講座（新規）   各小学校   小字4－8年生   希望のあった小学校に血液センタ「栂貞が出向き、学校の授業の一環として．献 血に閲する基礎知抽の啓発を実施 
。   に献血のことを知うてもらうことができた。  

H柑，1乙2之   クリスマス献血キャンペーン  ゆめタウン高松   学生献血推進協総会   冬場の血液不足に対応するため、大学生献血ボランティアが街頭キヤンべ－ンを 実施 
。献血協力者へはクリスマスケーキをプレゼントした。   意蝕の啓発もできた。  

若年層が多く集まるプロ／くスケットポールbjリーグの試合金偏において、献血グッ  
H20．T．27   献血PR（bjリーグ）   高松市総合体育館   県民  ズやリーフレウトを配布。また献血クイズやぐるぐる／くット＆ドリブルシュートなど来  

場壱が参加できるイベントを実施．   ちを中心に、多くの人に献血のPRができた。   

若年層への献血書及の一環として、「愛の血液助け合い連動」期間  

小学生親子血液センター見学  小学校4年～6年生の H19．7．30・－H19．8．3   体鹸教室   大衡蓬献血ルーム  保護者  し、血液のはたらきや血液センターの役割を理解していただき、献血  
松山赤十字病院  ていただくとともに、小学生の夏休みの宿瑠（自由研究専）を応援す  

愛媛県  とする。  した。 

全国で展開している「愛の血液助け合い運動」の一環として、県民に  
H19，8，31   平成「9年度えひめ献血感謝の つどい  いよてつ高島眉9階ローズホール  県民  に感じてもらうと共に腱應な人からの善意の献血の必要性について  

県民総ぐるみ献血運動の一層の推進を回ることを日的とする。   ベント専を行い、約150名の県民が蓼如した。   
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血液センター共催  

平成19年7月1日  県民   献血ルームのPRと成分献血・400mL献血への協力を呼びかけるため、中央公   受付音数：87人 200mL・8人  
（ヨ）   キャンペーン   中央公匠北口  圃においてキャンペーンを実施し、早場の血液の確保と啓発に努めた。   400mL：50人  

iさ ●  

血液センター主催、県後援  

平成19年9月2日  中国四盈早生統一献血キャン  高知県高知市   県民   芋生献血推進協法会が中心となって、キャンペーンを行い、広く一般の方々に献   受付音数：62人 200m」：12人  
（土）   ペーン   中央公園北口  血に協力していただき、夏場の血液確保に努めた。   400m」二30人  

不 適：20人  

血液センター主催、県後援  
23日  

受付音数：116人  
200mLこ29人  

400mL：51人  

平成19年12月23  全国芋塵クリスマス献血キヤン  高知県高知市   県民   12月に学生主体のキャンペーンを行い、冬場の血液確保と、若年層への献血へ       不適：36人  
高知県   日（日）、24日（月）  ペーン’07   中央公国北口  の理解・協力を促すとともに活動の輪を広げる」とを目標に打った。   

24日  

受付音数：108人  
200mL：30人  

400mL：44人  

不適：34人  

血液センター共催  

平成20年1月14日  第32［司「はたちの献血」キヤン  高知県高知市秦   
1月14日（成人の日）に、赤十字奉仕団や学生ボランティアの協力をいただいき、  

（月）   ベーン   イオンモール高知南コート  県民  イオンモール高知でキャンペーンを実施し知事を先頭に若年層を中心とする県  
民の皆様に献血への協力を呼びかけた。   400m」：B3人  

不 適：27人  

血液センター主催  

バレンタイン献血キャンペーン  県民  
（月）  中央公園北口  学生ボランティア主催でのキャンペーンを行い、400mし献血への協力に努め た。   受付音数：68人 200mL：17人 400mL：3「人  

不適：20人   

21／2了ページ   



19．6．16－6，17  福岡・北九州学生リーダー研修 ム．  八女都農木町   福岡学生赫血推進協欄億   新入生を迎え、献血への理解を深めるとともに両団体竿壕の交流と今後の献血  血液センター主催   
コ＝  北九州草生献血推進連盟   推進活動への意見交換を行った。  

19．8．30  北九州学生献血推進連盟サ マ 
ーキャンペーン  若年層を中心に幅広い年代   学生ボランティアが企画し、夏期血液確保のためイベント、コンサート等を催し、 献血協力の呼びかけ行った 

19，8．31  博多献血夏祭リ   JR博多駅前中央広場  を。   

19．11．8   LC337国際協会欄台地区献血  福岡市   LC33丁牧舎地区三献委員、九州プロツ  LC献血車員の方々は1年任期で交代されるので、血液事業への理解を深ていた  血液センター主催  
委員連絡会姥  ク血液センター絶当欄爛   だくとともに、今後、さらなるご支援をお願いした。  

福岡県  19，12，2Z   全国学生グノスマス献血キヤン  JR†書多駅前中央広場   若年層を中心に幅広い年代   学生ボランティアが企国し、年末・年始血液確保のため、イベント、コンサート琴を  血液センター主催  
19．12、23   ベーン   ショッバーズモールなかま  催し、献血協力の呼びかけを行った。  

20．l．14   はたちの献血   JR博多駅前中央広場   福岡学生献血敗退協議会   学生ボランティアが企画し、冬期血液確保のためイベント、コンサート等を催し、  血液センター主催  
ザ・モール小倉   北九州学生献血推進連盟   献血協力の呼びかけを行った。  

20．3．8   複数回献血「感謝のつどい」  福岡ドーム   固定施設の献血協力者   複数回献血者の増加と献血協力者の底辺劇大を目的として、元福岡ソフト′くンク ホークス球団選手によるスポーツと健康についての講演会 
。   

20．3．6・－7   サウナ健康の日街頭献血  JR博多駅前中央広場   一般   サウナ・スバ協会加盟店による献血協力と献血の呼びかけ。   血液センター主催   

・献血推進協力団体に対する感謝状等の伝達・贈呈  
厚生労働大臣喪彰状（2団体）  

平成19年7月29日  献血夏祭り  、   佐賀県赤十字血液センター   一由  厚生労働大臣感叫状（4日】体）  血液センター共催  
佐賀県知事感謝状（4団体）  887人の来場者と96人の献血者  

・地元ミュージシャンによるライブステージ  
・献血卜丁ク、クイズ、模擬店等  

平成1昏年7月15日  サマー献血キャンペーン  ゆめタウン佐賀（佐賀市）   一般   学生献血推進委且会によるショッピングタウンでの献血  
献血者にジュース、お菓子、風船配布   血液センター主催  

一般の買い物客86人の献血  

佐賀県  平成19年12月15 日、16日  クリスマス献血キャンペーン  ゆめタウン佐賀（佐賀市）   一般   学生献血推進委員会によるショッビングタウンでの献血 ミュージシャンによるライブ 
、J2サガン鳥栖選手の握手会、献血クイズ   血液センター主催  

・地元ミュージシャンによるライブステージ、キャンペーンソング発表  

平成20年2月17日  はたちの献血キャンペーンイベ  ゆめタウン佐賀（佐賀市）   一般  ・地元ダンスチームによるダンス／くフォーマシス   血液センター共催  
・献血クイズ、啓発品の配布等  一般の買い物客93名の献血  
・献血／くスでの献血  

平成之0年1月5日← 2月29日  はたちの献血映画館CM放送  イオンシネマ佐賀大和（佐賀市）  一般   けんけつちやんを用いた献血啓発CM   血液センター共催  

平成20年2月封〕－ 2月29日  はたちの献血映画館CM放送  109シネマズ佐賀（佐賀市）   一般  若者向けの献血啓発CM   血液センター共催   
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【長崎県】  ■－ざ1－聴一叶   
事滴瑞穂  漣轍幾  腱恕嶽無嘉索濯韓  毒炎彊謝喋…   

H19．5．Z9－H19且14  
県内の中学生及び高校生を対象に、献血推進に関するポスターの公募を行い、  

（応募）   献血推進ポスター募集   県内の中学校及び高校に応募を依柏  中学生、高校生  輸血医療を支える献血の必要性についての意陀高層を図り、血液製剤の供給に  
支昧をきたさない社会を目指すことを目的とする。   

H】9．7．†   サマーイベント2007   ジャスコ大塔店   若者を中心とした幅広い年代  移動献血車において献血を実施し、献血者の増加を促す。   血液センター主催  

H】9．7．15   サマーイベント「あつかばってん 献血ば！2007  献血ルーム「はまのまち」   若年層を中心に帽広い年代   夏場の献血者確保対策として学生ボランティアを中心に街頭での献血の呼びか  」  け等を行う。   

H19－7．7   血液センター「一日所長」行事  ホテルサンルート佐世保、四ケ町アー ケ 7月の「愛の血液助け合い運動」月間行事として、2名の方に血液センター「一日  ード   所長」を委嘱し、献血の呼びかけ等を行う。   

厚生労働大臣表彰状・感謝状受賞  

H19．7．27   第7回長崎県献血感謝の集い  ウエルシティ長崎  者、長崎県知事感謝状受賞者、日本   
赤十字社有功章等受賞者、日本赤十  
字社長崎県支部感謝状受賞者   

長崎県  
H19，12．8～9（長崎  

市）   全国クリスマス献血キヤンペー  若年層を中心に幅広い年代   全国的なキャンペーンのイベントとして実施している。若年層の献血の輪を広げる  血液センター主催  
』   献血ルーム「西海」  こと及び冬季における血液の安定確保を目的とし、献血の普及啓発を行つ。  

市）  

H20，1．13   成人の日献血   献血ルーム「西海」   若年層を中心に帽広い年代   新たに成人式を迎える「はたち」の若者を中心に、400mL献血及び成分献血の推 こととて 
進を図るを目的、献血の呼びかけを行う。   

H19．1．10   はたちの献血キャンペーン  長崎大学文教町キャンパス   大学生中心   「はたちの献血キャンペーン」期間中のイベントとして、長崎大学に移動献血車を  
配車し、二十歳を迎える大学生を中心に献血の実施とPRを行なう。   

H19．1．11   はたちの献血キャンペーン  長崎国際大学キャン／くス   大学生中心   「はたちの献血キャンペーン」期間中のイベントとして、長崎大学に移動献血車を し 
配車、二十歳を迎える大学生を中心に献血の実施とPRを行なう。   

冬の献血者確保対策キヤン  
H20．2．28～3．1  

ベーン   長崎市、 3日間のキャンペーン期間中、1．000人の献血者の確保を目標に献血バス及び固  血液センター共催  
「1，000人献血寒かばってん献  定施設において献血への協力を呼びかける。   キャンペーン期間（引ヨ間）の献血者数】．046名。   

血ば’08」   
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年間（6か所×1過   移動献血ギャラリー   繁華街、大型店舗等の展示スペース  一般   パネル等を展示して400mし献血や成分献血の重要性並びに血液に関する正し  
間）  い知托を県民各層に広げることを目的とする  

愛の血液助け合い  

運動月間、はたちの 献血キャンペーン期  繁華街の大型ピジョン   一般   愛の血液助け合い運動月間やはたちの献血キャンペーン期間を中心に啓発フイ  
ルムを上映して、若者を中心とした県民各層に広く啓発することを目的とする。 

熊本県  聞   

H】9．12，2  一般   学生献血推進ボランティアにより、全四的な献血キャンペーンであることを周知  
学生クリスマス街頭キヤンベー ン  献血ルーム前  し、献血協力を呼びかける。   

H20．】．14   はたちの献血街頭キャンペーン  献血ルーム前   一般   学生献血推進ボランティアにより、全国的な献血キャンペーンであることを周知  
し、献血協力を呼びかける。   

H19．6．21   保健所・市町村献血担当主管 会誠  大分県赤十字血液センター   保健所・市町村献血担当課農事  前年度の献血状況及び当該年度の献血巨標を説明し、市町村の取り組みを促 す。  血液センター共催  
課長  

H柑．7、2   「愛の血液助け合い運動」街頭 広  大分市トキハデパート前   
報  

県民   献血協力の街頭広報を行い、献血のPRdうちわはポケットティッシュを配布した。  血液センター共催 32名参加  

学生献血推進協陰金のメンバーと各献血会場を訪問し、献血の呼びかけを行っ  
H19．8．30｛一H19．7．1  大分県学生献血サポーター  九石ドーム、中津市、声分市   県民  た。また、J川－グの地元チームの試合前に、ピッチで観客に献血のPR孝行っ  

た。   

H19，7．24   厚生労働大臣華影状・感謝状   県庁   
伝達式  

受賞団体   献血功力団体の大臣表彰状・感謝状受賞団体へ、桔祉保健部長から伝達した。  表彰状：1E‖本、感謝状：7団体  

H19．11．3   献血功労団体知事表彰  －  県庁   ・・▼  声i・   文化の日に．献血功労団体を知事表彰した。   1団体  

大分県  
H19．12．16   学生クリスマス献血キヤンベー ン「ノS 県民   若年層を中心に献血の啓発活動を行った．会場lこは、屋台専多くの模擬店を出 店した 

、れあい広埠」   。   

H20．1．13   はたちの献血キャンペーン街頂 広報  大分市成人式会場   新成人   成人式会場で、新成人に献血のPRを行った。   血液センター主催  

H20．2，21   献血功労団体知事感謝状贈呈   トキハ会館 
式   受賞団体   献血功労団体に知事感謝鱒を贈呈した。   10団体  

H20．2，21   大分県献血推進協議会  トキハ会館   委員   今年度血液事業実爛の報告と来年度の献血訂榛等について協議した。  

H20．2．8  別府市  
H20．乞19  
H20．乙2（；  血液製剤使用適正化説明会   宇佐市 竹田市  医療機関   血液製剤の適正使用について医療機関に説明会を開催した。   150の医療機関が参加   

H20．3．17  豊後高田市  
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達避且滋－踵轟 至■離義一語  雲紙蝕  ．親         罰  

毎月第2水曜日  成分献血推進強化事業  地元新聞に掲載   県民   毎月、新聞紙上に献血の情報及び成分献血に協力のあった企業名等を掲載し、 血  血液センター共催  
献協力啓発を行う  

宮崎県  
宮崎県赤十字  
血液センター  

H19．7．18、H19．7．23  献血推進リーダー育成事業  県内保健所2ケ所   企業、団体の献血推進リーダー  各企業や団体に献血推進リーダーを設置して、研棒金を開催し、企業や団体の 組撞的献血を促進する  血液センター共催   

・県政テレビ番組  
吉崎県   H19．6月から丁月  「愛の血液助け合い運動」ラジ オ 

・テレビ等広報活動  ・公報みやざき  県民   「愛の血涙助け合い運動」の周知と献血推進の啓発を行う。  

・地元新聞に掲載「元気のススメ」  

宮崎県赤十字  小学生とその保旺看が、献血の必要性、王要性及び血液に関する正しい知識を  
血液センター   夏休み親子献血教室   宮崎県赤十字血液センター   小学生とその保護者  学ぶことによって、雲底や小学校での献血への理解を深め、献血思想の普及啓  

先に寄与する。   

宮崎県  
宮崎県赤十字  みやざき愛の献血運動推進大  JAアズムホール   受賞団体   献血に功労のあった団体の大臣表彰及び感謝状、県知事感謝状、日本赤十字  
血液センター   社有功章及び宮崎県支部長感謝状の伝達及び贈呈を行う。 

宮崎県学生献  
血推進協議会  グノスマス献血キャンペーン  
献血ルーム高校  所） 若年層を中心に帽広い年代   献血者が減少しがちな冬期において安全な血液製剤を安定的に確保するため、 がスマスの血力で呼びかける 
生ホ■ランティアサーク  イベント   畢生ボランティアクリ献協を街頭。   

ル   

H20．1．4～H20，2．21  はたちの献血キャンペーン コマーシャルスポット放送  地元テレビ（2社）でCM放映   県民   地元出身2人組歌手「Spirk」及び知事出演による、若年層を対象とした献血推進  
のテレビCMを制作し、放映する。  

宮崎県  

H20．1．10、H20．1．18  「はたちの献血」ラジオtテレビ 等広報活動  地元テレビ番組 「アツ／ル！M恒三∂kり 「ママ感情報PAKUPA 県民   「はたちの献血」の周知と献血推進の啓琴を行う。  
KU」  

宮崎県  
日本赤十字社  
宮崎県支部  
宮崎県赤十字  はたちの献血キャンペーンイベ  地元出身2人組歌手「Spir丘」をゲストに迎え、ミニコンサートを行い、はたちの献血  協力を店内で呼びかける。   

血液センター   

H20．2．9←††  バレンタイン献血キャンペーン ベ  献血ルーム「たちばな」   
イント  若年層を中心に幅広い年代   学生ボランティアが／くレンタインデーに献血協力を街頭で呼びかける。   血液センター主催  

宮崎県赤十字  
血液センター  

HZO．3．27   新献血ルーム「カリーノ」OPEN  献血ルーム「カリーノ」   県民   開所式典の前後で地元出身2人組歌手「SpiritJをゲストに迎え、ミニコンサート及  
イベント  び献血協力を呼びかける。   
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平成19年4月13日  謀23回ハート献血   枕崎市内5会場で献血   一般県民   （社）枕崎青年会諸所が主体となって．枕崎市内5ケ所の献血会場lこおいて．市  血液センター主催  
民に献血協力を呼びかけ．献血を実施した。   献血者の確保  

平成19年7月7日  「愛の血液助け合い運勤」街頭  鹿児島市天文館周辺   一般県民   かごしま親善大使，学生．ボランティア団体など約60人が参加して，通行人に対  血液センター共催  
し．ティッシュやリーフレットを配り．献血への協力を呼びかけた。   献血者の確保  

平成19年7月28日  鹿児島県建設業青年部会「ま  鹿児島中央駅   一般県民   鹿児島県建設業青年部会が全国建設書年の日である7月28日に，市民に献血  血液センター主催  
の献血キャンペーン」  協力を呼びかけるとともに．集団歓血を実施した。   献血者の確保  

平成19年8月3日  献血おもしろゼミナール  鹿児島県赤十字血液センター  小学生（高学年）及び保雄看   
将来の献血者確保のため．小学生（高学年）に対し．献血の王事性や血液セン  血液センター主催  
ターの役割について理解を深めてもらうことを目的に．施設見学等を行った。  献血者の確保  

平成19年8月8日  
～9日   

指宿市内24会場で献血   一般県民   指宿市内の24事業所において，献血協力を呼びかけ．献血を実施した。  血液センター主催 献血者の確保  

平成19年8月20－  第4回九州ブロック学生献血推  サンエール鹿児島   学生を中心に一般県民   各県の学生献血推進協縫会の代表者が集まり，学生間での情報交換．交流を行  血液センタT主催 若年層に対する駄 
23日   進サミットin 鹿児島  血思想の普及啓発及び若年層の          い．各県における献血推進リーダーの育成と献血運動への参加を促した。  献血者の積層  

鹿児島県  
献血運動の推進に積極的に協力し．他の模範となる功績を示した事業所．学校  

平成19年8月24日  平成19年度献血功労者表彰 式  県庁   献血功労団体・個人  その他の団体及び個人に対し．厚生労働大臣表彰状及び感謝状の伝達並びに  
鹿児島県知事感朋闇の贈呈を行った。   

平成19年12月23  一般県民   冬場の血液不足を補し1．若年層へ献血に対する理解・協力を促すとともに活動の  血液センター主催  
日   ペーン2007   姶良サティ  輪を広げることを目的に，献血協力をよぴかけるキャンペーンを実施した。  献血者の確保  

平成20年1月2日  初詣献血 鹿児島市照凹神社   一般県民   
ー・3日  ぴかけ，献血を実施した。   

平成20年1月13日  「はたちの献血」キャンペーン  鹿児島市天文館周辺   一般県民   新たに成人式を迎える「はたち」の若者を中心として広く県民に献血協力を呼び  
かけ．献血を実施した。   献血者の確保  

平成20年2月9日  第18匡】鹿児島輸血医療懇話  かごしま県民交溺センター   輸血医療関係者   輸血医療のあり方についての講演や事例発表琴を通じて，血液製剤の適正使用  血液センター主催  
コT  を図った．   血液製剤の適正使用  

平成20年2月10日  バレンタイン献血   鹿児島市 オブシアmisumi   一般県民   鹿児島県学生載血推進協議会が自主的に企画し、若年層を中心に広く県民に献  
血協力を呼びかけ，献血を実施した。   献血者の確保   
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日本赤十字社における献血推進の取組み  

日本赤十字社の役割は、安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法律  

の第六条（採血事業者の責務）に、献血の受入れを推進し、血液製剤の安全  

性の向上及び安定供給の確保に協力するとともに、献血者等の保護に努めな  

ければならないことと定められています。  

1．献血構造改革   

平成18年3月に国から示された「献血構造改革」を踏まえ、将来にわたっ  

て安定的に献血者を確保できる基盤づくりを目的として、（1）「若年層献血  

等確保推進事業」（ア．青少年等献血ふれあい事業 イ．若年者献血セミナー  

事業 ウ．献血協力団体研修事業 エ．献血協賛企業活動推進事業）及び（2）  

「複数回献血協力者確保事業」を実施しています。   

（1）若年層献血等確保推進事業  

少子高齢化が益々進行していく中で、将来にわたって安定的に献血者を   

確保できる基盤をつくるため、若年者（10代、20代）への献血普及・啓発   

を実施する。  

目標   実績  

（献血者全体に占める10代、20代の割合）   

平成18年度   30．0％   31．0％   

平成19年度   32．0％   29．2％   

ア．青少年等献血ふれあい事業  （別紙Pl～4参照）  

血液センター、血祭分画センター、献血バス等の施設見学を推進し、ス   

ライド等の説明用資材を活用した説明会や献血ボランティア体験学習等を   

行う。  

参加人数  

目標   実績  

ミミ  実施回数             目標  実績  幼児  小学  中学  高校  保護者  合計   

平成18こ年度  48  474  15，360  989  15，561  1，579  9，742  3，685  31，556   

平成19年度   53  571  16，900  934  12，062  2，714  6，925  4，557  27，192   
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イ．若年者献血セミナー事業  （別紙P5～6参照）  

血液センター施設及び地域の施設等を利用して、若年者向けの献血セミ   

ナーを開催し、献血への理解と協力意識の向上を図る。  

区分  実施回数  参加人数  

実績  

目標  実績  高校  大学  他学生  社会人  その他   合計   

平成18年度  94  209  8，202  7，476  2，466  2，005  5，070   25，219   

平成19年度  103  322  10，926  7，651  6，445  2，551   873   27，192   

※参加人数の目標は平成18年度実績を基準として毎年10％増加させること。  

ウ．献血協力団体研修事業   
学生ボランティア及び献血推進団体の連携強化を目的として、より一層   

献血推進活動が活発になるよう相互の打合せ会や研修会を開催する。   
（全国7ブロック単位に実施）  

区分  実施回数  参加人数  

実績  

目標  実績  高校  大学  他学生  社会人  その他   合計   

平成18年度  48  26   337   47   400   25   810   

平成19年度  53  33   0   491   65   483   315   1，354   

※参加人数の目標は平成18年度実績を基準として毎年10％増加させること。  

エ．献血協賛企業活動推進事業  
献血協力企業・団体が行う献血活動を社会貢献活動の一つとして広く社   

会に認知されるよう、ロゴマーク等を発行することにより、企業・団体が   

行う献血活動の普及・拡大を図る。  

ロゴマーク  

配布数   目標   実績   

平成17年度  24，220   

平成18年度   1，454   30，300   30，835   

平成19年度   1，895   33，600   34，059   
献血サボ」クー   

全国的な広報活動として、献血協賛企業・団体募集用ポスター、ステッ  

カーを制作し活用するとともに、WEB専用サイトを構築し、参加企業・  

団体の募集活動に努めている。  
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（2）複数回献血協力者確保事業  （別紙P7～9参照）  

安全な血液を安定的に確保するため、一年間に2回以上献血に協力する   

献血者（以下「複数回献血協力者」という。）を確保する。  

各血液センター毎に複数回献血協力者を確保するためのクラブを設立し、   

クラブ会員に対して、情報誌の発行及び電子メール等による情報発信、各   

種講演会等の開催、健康相談事業の実施等により、複数回献血協力者の確   

保推進を図る。  

クラブ  情報誌等  講演会等  健康相談   

＼          献血者数   会員数  発行部数  開催数  実施回数  年1回  牛2回以上   

平成17年度  2，419，644  917，482  

（73％）  （27％）   

平成18年度  70，800  2，501，293   81   1，121  2，262，210  883，612  

（72％）  （28％）   

平成19年度  109，400  2，527，731   80   1，280  2，160，700  904，773  

（70％）  （30％）  

クラブ会員には、成分献血の予約、携帯待受け画像（血液型別）、パソ  

コン用壁紙（血液型別）、スクリーンセーバーの提供及び携帯着メロのダ  

ウンロードサービスを提供しており、さらに本年4月からは携帯及びパ  

ソコンから献血履歴や血液検査成績が照会できる機能を構築し運用して  

いる。，  

2．献血推進のための広報活動  

（1）いのちと献血俳句コンテストの実施（10～3月）  

厚生労働省、文部科学省、各都道府県及び市町村   

教育委員会等の後援により、小学生から高校生を中   

心に広く一般の方々も巻き込んで、俳句コンテスト   

を実施し、俳句の応募を通じて、年少者のうちから   

献血の啓発する機会を広げている。  

応募の募集にあたっては、全国約45，000校の小   

学校から高等学校までの学校へご案内するととも  

に、全国の教師が集うネットワークに働きかけ、献  

血の知識について解説した教材（テキスト）を配布  

し、授業現場に取り入れ易いようなアプローチを実施している。  
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平成18年度   平成19年度   平成20年度   

応募作品数   約28万   約35万   38万以上（目標）   

応募団体数   小学校  2，239校   小学校  2，129校  

中学校  880校   中学校 1，050校  

高等学校  391校  高等学校 636校  

一般団体34団体   

全国表彰   平成19年2月   平成20年2月  平成21年1月下旬  

テレビ東京スタシ～ォ   東京アルスホテル   （場所未定）  

厚生大臣賞、審査員特  厚生大臣賞、文部科学  

別賞、日本赤十字社長  大臣賞、審査員特別賞、  

賞等   日本赤十字社長、日赤  

本部長賞等   

各血液センター   平成19年3月   平成20年3月  

表彰   血液センター所長賞等   血液センター所長等   

作品集   6万部   6万部  

※平成18年度第1回目開催。平成18年度以前は関東・甲信越ブロックで4年間実施。   

（2）全国献血キャンペーンの実施   

ア．愛の血液助け合い運動月間（7月）  
すべての血液製剤を国民の献血によって安定的に確保する体制を早  

期に確立するため、広く国民の間に献血に関する理解と協力を求めると  

ともに、特に継続的な推進が必要な成分献血・400mL献血への協力  

と血液製剤の適正使用への協力を求め、献血運動の一層の推進を図るこ  

とを目的とする。  

ア）全国的に実施したこと（平成19年度実績）  

項目   内容   備考   

広報資材制作   ポスター  血液センターへ配布   

CM素材  

ニュースリリース  

宣伝   全国紙新聞広告  

駅貼りポスター  

（東京、大阪）  

各メディアヘのニュースリリ  

ース発信  

第43回全国献血運動  採血会場御視察   厚生労働省、福井県と共   

推進大会   昭和天皇記念等表彰  催   

体験発表  
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イ）各血液センターが実施したこと（平成19年度実績）  

項目   内容   備考   

広報資材活用   ポスター   献血推進団体、各報道機  

CM素材  関等への配布・出稿   

ニュースリリース  

イベント ・キヤンペー   学生サマー献血キャンヘ○－ン   都道府県及び市町村、各   

ンの実施   献血パレード   献血推進団体と連携し  

タイアップキャンペーン   た各種キャンペーンを  

実施   

宣伝   各種媒体の活用  

ノベルティの制作・配布  

大垂幕、看板等の資材制作  

PR活動   各報道機関へのイベント、キ  

ヤンペーンの取材誘致  

イ．全国学生クリスマス献血キャンペーンの実施（12月）  

全国の学生代表による「全国学生献血推進実行委員会」を年3回実施   

し、さらに全国各都道府県から学生を集めた「全国学生献血推進代表者   

会議＿lを開催し、毎年12月1日～24日の間で、全国各地にて学生主体   

によるクリスマス献血キャンペーンを実施している。   

1988年（昭和63年）より。冬季献血者確保を目的に実施しており、学   

生みずからが企画し、献血への理解と協力をアピールすることにより、   

若年層への献血啓発に繋がっている。  

（平成19年度献血実績 約13，000人）  
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ウ．はたちの献血キャンペーン（1～2月）   

献血者が減少しがちな冬期において、安全な血液製剤を安定的に確保   

するため、新たに成人式を迎える「はたち」の若者を中心として、広く   

国民各層に対して献血に関する理解と協力を求めるともに、特に成分献   
血・400mL献血の継続的な推進を図ることを目的とし実施している。  

ア）全国的に実施したこと（平成19年度実績）  

項目   内容   備考   

広報資材制作  ポスター  血液センターへ配布   

CM素材  

ニュースリリース  

宣伝   テレビスポット   民放連、民鉄協、日本コミ  

ラジオスポット（東京、大阪）   ユニティ放送協会の各本  

交通広告  部へ後援の依頼を実施   

（山手線、大阪市営地下鉄）  

各メディアへのニュースリリース  

発信  

イベント   記者発表会（東京）  メディア取材誘致   

街頭イベント（大阪）  

ノベルティ   献血者記念品の制作   血液センターへ配布   

イ）各血液センターが実施したこと（平成19年度実績）  

項目   内容   備考   

広報資材活用   ポスター   献血推進団体、各報道機関  

CM素材  等への配布・出稿   

ニュースリリース  
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イベント・キヤ  成人式献血   都道府県及び市町村、各献   

ンペーンの実施  献血パネル展   血推進団体、学生ボランテ  

タイアップキャンペーン   イアと連携した各種キヤン  

著名人、スポーツ選手等を起用した  

各種イベントの実施   

宣伝   各種媒体の活用   民放連、民鉄協、日本コミ  

ノベルティの制作・配布   ユニティ放送協会に加盟し  

横断幕、看板等の資材制作   ている放送局や団体へ協力  

依頼を実施   

PR活動   各報道機関へのイベント、キヤン  

ペーンの取材誘致  

エ．春の献血キャンペーン（3～4月）  

一年のうちで最も献血者が減少する春の時期の輸血用血液の安定供   

給を図るため、献血動員が図られるような広報活動を展開し、若年層献   

血及び複数回献血、400mL献血の実質的効果を出すことを目的とす   

る。  

ア）全国的に実施したこと（平成19年度実績）  

項目   内容   備考   

広報資材制作   ポスター  血液センターへ配布   

CM素材  

ニュ｝スリリース  

キャンへ○－ン告知用リーフレットの制作  

宣伝   テレビスポット   民放連、民鉄協、日本コミ  

ラジオスポット（毎週火・木オーノけイ  ユニティ放送協会の各本部  

トニツボン）  へ協力依頼を実施   

WEB専用へ○－ゾ  

（キャンヘ○－ンク■ッスナの応募案内など）  

各メディアへのニュースリリー  

ス発信  

イベント   記者発表会   メディア取材誘致   

ノベルティ   キヤンへ○－ンTシャツ  血液センターへ配布   

献血者記念品の制作  
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イ）各血液センターが実施したこと（平成19年度実績）  

項目   内容   備考   

広報資材活用   ポスター   献血推進団体、各報道機関  

CM素材  等への配布・出稿   

ニュースリリース  

イベント・キヤ  高校卒業献血   都道府県及び市町村、各献   

ンペーンの実施  献血パネル展   血推進団体、学生ボランテ  

タイアップキャンペーン   イアと連携した各種キャ  

団体献血の実施をメディア取材誘  

致   

宣伝   各種媒体の活用   民放連、民鉄協、日本コミ  

ノベルティの制作・配布   ユニティ放送協会に加盟  

新聞折込チラシの配布   している放送局や団体へ  

協力依頼を実施   

PR活動   各報道機関へのイベント、キヤン  

ペーンの取材誘敦  

3．その他広報活動  

（1）献血啓発用教材の制作と配布  

小学生向け献血啓発用教材として「おしえ  

て けんけつちやん DVD」を制作し、青   

少年赤十字に加盟している全国の小学校（約   

6，000校）へ教師用テキスとともに配布し、血   

液に関する知識や献血の大切さを学校教育  

を通じて広める取組みを実施した。   

（平成19年秋）  
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（2）献血協賛企業活動推進のための広報活動   

ア．ポスター・ステッカーの制作と活用  

企業・団体が行う献血活動をもっと広く社  

会的に認知させるために活用するロゴマーク  

の周知及び利用拡大化を図るために献血協賛  

企業募集のためのポスターを  

製作し、ロゴマークをシール化  

にして、各血液センターへ配付  

した。  

イ．専用WEBサイトの構築   

「献血サポーター」活動への参加   

登録方法について、インターネッ   

トからの参加登録機能を構築する   

ことにより、利便性の向上と手続   

きに係る時間短縮を図り、更なる   

「献血サポーター」活動への参加   

企業・団体の増加を図る目的で平   

成20年2月1日より専用WEBサ   

イトを構築し運用している。  

専用サイトのアドレス  

（別紙PlO参照）  

s：／／www．ken－Sa   

ウ．全国規模の企業・団体への働きかけ  

日本赤十字社本社では、全国的な組織である企   

業・団体に対して、「献血サポーター」活動への参   

加とともに、全国規模の献血実施を働きかけてい   

る。  

（別紙Pll参照）  

仏！！些・▼一、巾・・・・γ・－・t・♪・ 巨回  
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（平成19年度）  

企業・団体   イベント名など   平成19年度  

実績   

全国遊技場組合  創業50周年社会貢献活動として「全  約2，000人   

加盟企業   社員及び家族による献血協力」   

大規模商業施設  全国40店全店舗での献血実施   約4万人   

全国冠婚葬祭   創立50周年記念「5000人献血キヤンへ○  約5000人   

互助会連盟   ーン」   

日本カーライフ  全国314校に設置している大型ビジ  

アシスト（JACRA）  ヨンを通じて「いっしょに献血キヤンヘ○   

加盟自動車教習  ーン」CMの放映   

所   全国9万人の教習生会員カードへの  

宣伝   

（3）メディアからの取材対応  

全国献血キャンペーン以外にも、各種メディアからの取材依頼に基づき、   

取材協力を行っています。  

（平成19年度 血液事業本部が直接取材対応した事例）  

No．   区分   報道機関名   取材タイトル・内容など   

6  雑誌   リクルート   意外と知られていない「献血ご遠慮」  

の規定とは   

2  テレビ   NHK   献血件数及びHIV抗体・核酸増幅検  

査陽性件数   

3  新聞   日本経済新聞   献血小学生も身近に「日赤DVD作成」   

4  雑誌   掲載雑誌「Tarzan」タイトルrなぜ  

㈱マガジンハウス  毎日、血液不足なの？そこで、献血  

について考えた」   

5  新聞   読売新聞   「医療ルネッサンス」にて5回掲載   

6  テレビ  BS朝日   番組名「峰竜太のナッ得！ニッポン」  

「愛の血液助け合い運動について」   

7  テレビ  フジテレビ   番組名「幸せって何だっけ」  

コナ一夕イトル「ココロで読む話題のニ  

ユース」  

→ニュースは「血液不足」   
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8  インター  

ネット   

9  政府広報  日本テレビ   新ニッポン探検隊！  

テレビ  「はたちの献血キャンヘ○－ン」   

10  政府広報  テレビ神奈川   JustJapan（ジャスト ジャバ  

テレビ  ン）「はたちの献血キヤンヘ○－ン」   

四  政府広報  ニッポン放送   栗村智のhAPPY！ニッポン  
ラジオ  

「はたちの献血キャンヘ○－ン」   

12  テレビ  NHK／BSデータ放送   医療福祉コーナーでの献血の  

紹介   

13  フリーペ  学生新聞   献血体験記事  
〔〉 、一ノ＼－  若年層献血の呼びかけ   

14  テレビ   フジテレビFNNスーパー  若年層献血の減少  
ニュース・ウイークエン  

ド「遠藤玲子NEWSコン  

シェルジュ」   

15  テレビ   スカイパーフェクトTV  献血の推進と安全性への取組  

医療福祉チャンネル774   み   

16  ●新聞   日刊スポーツ（東京）   若年層献血の呼びかけとHIV  

検査目的による献血防止   

17  新聞   スポーツニッポン（大  若年層献血の呼びかけと HIV  

阪）   検査目的による献血防止  

※なお、上記以外にも各都道府県において、地元メディアからの取材依  

頼に基づいて協力を実施しています。   

（4）複数回献血者クラブ会員募集の広報活動  （別紙P12～13参照）  

複数回献血クラブ（以下「クラブ」という。）会員に対して、現在、献   

血手帳及び献血カードで確認できる献血の履歴や、ハガキによりお知らせ   

している検査成績（生化学検査、血球計数検査）を携帯電話やパソコンで   

照会できる機能を会員専用WEBサイトに構築し、献血後に検査成績が作   

成された時点で、会員個々に携帯メールで検査成績を会員専用WEBサイ   

トで閲覧できることをお知らせするとともに、新規クラブ会員募集用パン   

フレット等広報資材を活用し、クラブ会員の増加に努めている。  
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また、病気やけがで輸血を受けた患者さんやそ  

の家族の体験談について、その映像を視聴できる  

映像配信機能を会員専用WEBサイトに構築し、  

医療 における輸血の重要性や血液の使われ方  

の理解促進とともに献血意欲の向上を図ってい  

る。  

日本赤十字幸土  
複数回献血クラブ   

モハ‘耳ルサ朴  

恕血記緑  

捜査搭乗のクラブ  
（最耗回分）  

※グラフの色  
標準櫨範囲内：青  

下限値以下：橙 上限櫨以上：ピンク  

●ALTぬPT）  
標準俺：5←45  
川9朗10 朔瑚36  
Ht91〕2．01．キ．′〃＿．∵‖．．…．1。．．．∴引〕  
相恩1225 闘羞胤ミば励嘉40  
川胤1101練搬己諺20  
川71冷∬l椒正成30   

●AST（00丁）  
凍準様；＝～37  
日柑朗10 鋸血ぬ揖山㌫油  

日柑0201瞞㈱35  
川8．ほ25 舶二如拙≒榔皿3舎  
H椅1101馳ひ抱起誌30  

HlT0001？7…、．＿25   

●γ－GTP  
棟準佑：1伊・一63  

川鳳伽け0 貼鋸織成諭歳洞宜1  
H19（竣カ1撒闘ぬ混脇い封  
H1812ヱ5 鞘刷料65  
日柑11β1紬議議50  
日17【埠81稲三翫協40   

■■収rヽ1・n  

（携帯電話の検査成績画面）  

4．献血者確保対策  

（1）若年層献血者への献血要請  

血紫分画製剤の国内自給を目指し、一層、成分献血者の確保が求められ  

ていることから、本年8月より全国一斉に、血小板成分献血ができなくな   

る55歳の年長者とともに、若年層献血者に対しても、成分献血への協力を   

働きかけるため、血液事業本部長及び各血液センター所長連名による親展   

文書の送付を実施するよう全国各血液センターへ通知した。  

親展文書の送付予定数は今年度約25万通を見込んでおり、第3四半期に   

一旦、応諾状況や確保状況を把握し、必要に応じて送付数の追加を考えて  

いる。   

（2）献血推進団体による献血協力者募集活動の促進  

ライオンズクラブ等の献血推進団体の担当者に対する、血液事業の現状   

や課題について理解を促進するとともに、献血推進団体が行う地域での献   

血者募集活動の促準を図る目的で、たとえば、血祭分画センターの製造工   

程の直見学を兼ねた全国的な研修会や会議を実施します。  
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（3）若年層献血確保対策  

（各血液センターで実施している主な対策）  

（別紙P14～21参照）  

No．   対策   内容   

口  はがき、封書による献血依頼   献血登録者や依頼に対して予め承諾を得てい  

る献血者に対して、定期的又は血液不足時に応  

じて、献血会場等のご案内とともに献血協力へ  

の依頼を実施   

2  高校卒業献血   18歳の高校3年生を対象に400mL献血確保   

3  大学、短大、専門学校の献血実施  実施回数を年1回から2回に増やしたり、学生  

強化   ボランティアや体育会系団体グループへ献血  

協力の働きかけを実施  

学生サマー献血の実施   

4  大学祭等における献血啓発活動   献血パネル展の実施   

5  スポーツ競技団体への献血の推進  大学野球連盟（北海道）  

ラクロス協会（東京、大阪）など   

6  プ．ロサッカー、プロ野球チームを  コンサドーレ（北海道）  

活用した献血PR活動、イベント   ザスパ草津（群馬）  

等の実施   アルビレックス新潟（新潟）  

横浜マリノス（神奈川）  

西武ライオンズ、浦和レッズ（埼玉）など   

7  著名人、芸能人を起用したイベン  トやライヴの開催   

ト、キャンペーンの実施   

8  献血記念品   若者うけする「けんけつちやん」等を使用した  

献血記念品の制作  

カップヌードル3Pセット（大阪）   

9  年間行事に併せたキヤンヘ○－ン等の実  初詣献血、バレンタイン・ホワイトデー献血キヤ  

施   ンヘ○－ンなど   

（4）複数回献血者確保対策   

（各血液センターで実施している主な対策）  

（別紙P22～24参照）  

No．   対策   内容   

口  メール、はがき、封書による献血  複数回献血クラブ会員に対して、定期的又は血  

要請   液不足時に応じて、献血会場等のご案内ととも  

に献血協力への要請を実施   

2  新規会員募集のためのキヤンペー  

ン実施   
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3  新規会員募集のための広報資材の  会員募集用ポスター、チラシ、パンフレット等  

制作と活用   を制作し、献血会場等への設置、献血者への配  

布、イベント会場でのサンプリング等   

4  クラブ未加入者への働きかけ   クラブ未加入の献血者に対して、ダイレクトメ  

ールを実施   

5  クラブ会員向け情報誌の発行   全国すべての血液センターより、血液センター  

ごとに発行   

6  クラブ会員に対する講演会、講習  

会への参加案内   

7  クラブ会員を対象とした健康相談  主に献血ルームでの医師や看護師による健康  

会等の実施   相談、栄養士による栄養相談、マッサージ師に  

よるマッサージなど   

（5）その他の確保対策  （別紙P25～31参照）   

（各血液センターで実施している主な対策）  

No．   対策   内容   

口  献血登録者への電話・はがき等に  HLA適合血、Rh（－）血、まれな血液型血液等の「献  

よる献血要請   血登録者」に対して、需要に応じて献血要請を  

実施   

2  ポイント制の導入   一定期間中に規定回数の献血協力者に対して、  

献血記念品を配布   

3  献血ルームや移動献血会場への献  小規模な企業、団体からの献血者を最寄の献血  

血者送迎   ルームや移動献血会場へ送迎する   

4  献血推進団体への献血者派遣要請  ライオンズクラブやロータリークラブ等の献  

血推進団体に対して、定期的又は血液不足時に  

応じて、献血会場等のご案内とともに献血協力  

への要請を実施   

5  都道府県及び市町村献血担当者と  移動採血車の配車計画策定に必要な移動献血  

の連携強化   会場ごとの実績情報や状況を報告する等して、  

お互いの連携を深め、より効率的な献血者確保  

につなげる。   

5．献血受入れ環境の整備   

近年、首都圏を中心に献血ルームにおいて若者向けの様々なイベントやサ  

ービスを提供し、若年層献血者の動員を図っている。   

また、献血ルームの施設整備の面においては、献血者待合室スペースを広   

めに確保するなど、献血者へのサービス向上を図るための様々なイベントや  

サービスが提供できるよう、順次献血受入れ環境の改善を図っている。  
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ア．最近5ケ年の施設数の推移  

15年度  16年度  17年度  18年度  19年度  5年間の差異   

献血ルーーム   119   117   116   116   115   △4   

ベッド数   1，237   1，261  1，276   1，273   1，283   46   

移動採血車   326   327   318   309   306   △20   

献血ルーム面積  3，446   

（ポ）   

イ．東京都内献血ルームでのイベント実施状況（平成20年5月現在）  

献血ルーム名   イベント名   処遇晶   

新宿東口献血ルーム   手相占い、タロット占い、ネイルカラー   各種ドリンク  

カラーコーディネート、運勢占い、毛髪  アイス・ハンバ  

チェック、メンタルセラピー、ハンドマ  ーガー・ドーナ  

ッサージ   ツ（但し食べ放  

題ではありませ  献血ルームぶらっと（池袋）  手相占い、運勢占い、カラーコーディネ  

イト   ん。）   

献血ルーム吉祥寺タキオン  子供天国（小さなお子様連れの方へ、専  

門スタッフ常駐）、手相占い、指圧、折り  

紙教室、運勢占い、新占い、似顔絵コー  

ナー   

献血ルームSHIBU2（渋谷）  占い、パーソナルカラー診断   

献血ルームい～すと（池袋）  手相占い、指圧   

タロットヒーリング占い  

ボディーリラクゼーション  

エンジェルカードリーディング  

ハンドケア、足裏リフレクソロジー  

カード占い、パーソナルカラー診断  

筆跡診断   

アキバ献血ルーム   有楽町献血ルーム  手相占い   

－15－   
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普及啓発活動実績  

（別紙）  
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青少年等献血ふれあい事業  

【事例1】  

実施センター名  北海道赤十字血液センター  

サタデー・テーリング  
実 施 名 称  

実施日時（期間）  平成18年4月1日～9月30日 6ケ月間 毎週土曜日  

北海道赤十字血液センター  実 施 場 所  

協 力 団 体  札幌市交通事業振興公社  

北海道学生献血推進協議会「トマトクラブ」  

少子化に伴い献血者が減少傾向にある中、将来における献血者確  

保の安定化を図るために、血液センターの見学を通じて、若年者  

に献血の重要性や関心を持っていただき、さらに参加者及び家族  

の方に血液センターの場所を知っていただくことを目的として  

実施している。  

実 施 目 的  

札幌市営交通が毎年4月から9月まで問、毎週土曜日に市内の  

小学生4～6年生を対象に市公共施設等を巡るスタンプラリーを  

開催しており、平成17年より血液センターをその対象公共施設  

に組み込んでいただき、学生ボランティアグループが説明及び  

案内役として見学全般の対応を行う。  

実 施 内 容  

参加人数合計3，425名、実施目数25日（1日平均140名）  

学生ボランティア75名協力   

実 施 結 果  



【事例2】  

実施センター名  宮城県赤十字血液センター  

献血教室   

平成18年7月27日（木）・29日（土）10：00～11：30  

実 施 名 称   

実施日時（期間）  

宮城県赤十字血液センター3階会議室  実 施 場 所  

なし   

献血年齢に満たない小学生（主に4年～6年生）と保護者が一緒  

に、献血の必要性や血液の役割を知っていただき、血液センター  

を身近に感じていただくことを目的とし、夏休みの自由研究等の  

一助とする。  

協 力 団 体   

実 施 目 的  

実 施 内 容：（1）けんけつちやんを使用したスライドを中心に「献血○×クイ  
ズ」を出題しながら講話。（「献血ってなあに？」、「輸血  
ってなあに？」、「血液の成分」等）  

（2）所内見学（検査課、製剤課、供給課）及び献血バス、血液運  
搬車。  

（3）配布資料（スライドで使用した資料、愛のかたち献血パンフ  
レット、宮城の献血、献血ルームリーフレット、広報紙「献  
血いずみ」等）  

（4）質問コーナー、アンケート。  
（5）記念品（ベガッ太くん血液型キーホルダー、メモ帳等）  

若年層に対し、輸血の体験談や献血の重要性を視覚的に説明する  

ことにより献血への理解促進が図れた。  

実 施 評 価  

参加者は、7月27日の19組（子供25人）44人と29日の20組  
（子供26人）46人となり、当センター会議室が両日とも満員  

となりました。見学終えての感想は好評であった。  

実 施 結 果  

′）   



【事例3】  

実施センター名  大阪府赤十字血液センター  

実 施 名 称  第11回「献血おもしろゼミナール」  

～血液センターを′見学して、献血や血液のナゾに迫ってみよう～  

象  小学生（主に3～6年生）及び保護者（参加費は無料）  対   

実施日時（期間）  平成18年7月27日（木）・28（金）・31日（月）、8月1日（火）  

3日（木）・4日（金）・7日（月）・8日（火）   

○午前の部10：00～11：30 0午後の部14：00～15：30  

援  大阪府、大阪市、大阪府教育委員会、大阪市教育委員会  

実 施 目 的  献血年齢に満たない小学生に対して献血意義の普及と推進を図  

るため、「愛の血液助け合い運動」キャンペーンの一環として、  

夏休みの期間中に′J、学生を対象に血液センター見学会を開催す  

る。見学会を通し献血の必要性と血液センターの役割への理解を  

深めていただき、献血や血液に興味をもっていただくことを目的  

とするとともに、小学生の夏休みの宿題（自由研究）を応援する。  

実 施 内 容  （1）アニメーションを使用したスライドを用いて、血液センター  

の仕事の概要や、献血や血液に関する説明（別添1の内容を  

パソコンから液晶プロジェクタを使って映写し説明）  

（2）施設見学（採血室、製剤風景、検査風景、供給課）  

（3）質問の受け付け、感想文を書いてもらう  

（4）記念品（近畿ブロックの血液センターが共同で作製した献血  

啓発グッズ等）の進呈  

実 施 結 果  参加者：総 計1，896人  

（参考：過去の実績）   

平成11年度：140人   

平成12年度：265人   

平成13年度：635人   

平成14年度：1，094人   

平成15年度：1，418人   

平成16年度：1，864人   

平成17年度：2，055人   

平成18年度：1，896人   

3  



【事例4】  

岡山県赤十字血液センター   

夏休み「小学生親子血液センター見学体験教室」   

平成19年8月1日（水）～8月 3日（金） 3日間  

平成19年8月7日（火）～8月10日（金） 4日間  

午前と午後に分けて実施 （全14回）   

岡山県赤十字血液センター（岡山市いずみ町3づ6）   

岡山県、岡山県教育委員会   

青少年等献血ふれあい事業の一環として、県下全ての小学校5・  

6年生を対象に、「小学生親子血液センター見学体験教室」を開  

催し、親子で献血や血液に関する知識や興味をもっていただく  

ことを目的とする。   

（1）血液・献血の話（講話）   

血液の働きや必要性、献血血液の流れ、クイズ  

（2）センター施設見学   

血液センターの仕事（受付、採血、検査、製剤、血液保管場   

所）、献血バスや緊急車の見学   

将来の輸血医療を支えていく小学生に対し、血液の働き・献血  

の重要性をパワーポイントでの説明、血液センター施設内の見  

学により献血への理解促進を図れた。   

参加者：681人（内児童435人）参加校：139校  

実施センター名   

実 施 名 称：   

実施日時（期間）：  

実 施 場 所   

協 力 団 体   

実 施 目 的  

実 施 内 容  

実 施 評 価  

実 施 結 果  

4   



若年者献血セミナー事例  

【事例5】  

北海道釧路赤十字血液センター  実施センター名  

技術部門における「若年者献血セミナー」   

平成19年8月夏休みの5日間 9：00～17：30   

北海道釧路赤十字血液センター  

実 施 名 称   

実施日時（期間）  

実 施 場 所  

釧路短期大学、釧路高等専門学校   

少子化献血推進対策の一環とし、献血推進部門の主体形を技術部  

門から更に支持することで、より専門的な技術系学生の献血の理  

解と協力が深まるものと考える。   

（1）工学的素養を持つ学生に対し、製造部門でのバリデーショ  

ンの実地体験を中心に採血・供給部門等の研修を行った。  

（2）解剖生理学実習の1コマとして栄養士課程学生が、製造部  

門の全工程を見学し、技術職の担当者が血液成分とその機  

能について講義を行った。   

献血の次世代の担い手となる20歳前後の学生実習を技術部門で  

積極的に受け入れることは、若年層への献血推進活動として新た  

な視点への期待にも繋がると考える。  

協 力 団 体   

実 施 目 的  

実 施 内 容  

実 施 評 価  

参加者：31人 参加校：2校  

当セミナー実施後、釧路短大において、献血を実施したところ、  

前回を大きく上回る協力（約80名）が得られた。また、同短大食  

物栄養専攻の学生は献血不適となる貧血改善等に向けた食生活  

の普及に意識が高まるようになった。  

実 施 結 果  

‥
‥
．
▲
小
■
‥
‥
「
…
〃
・
 

．
汁
小
｛
，
小
い
‥
 

首
㍍
‥
打
棒
準
舞
受
ノ
窟
落
莫
宅
急
渠
象
≠
登
蓑
磁
極
～
針
撃
ご
 
 

血
液
成
分
に
理
解
深
め
る
 
 
 

賢
㌘
乗
わ
寿
は
転
義
わ
J
 

忽
念
現
喪
巧
義
挙
姦
 
 

悪
嘗
￥
ジ
墨
晶
鱒
ド
ニ
 
 

．
1
一
蝉
γ
し
．
、
 
 
 

す
幕
レ
詩
∵
れ
ム
こ
 
 

簿
㍗
〆
磯
六
ふ
甘
鮎
 
 

畢
㌍
碩
急
速
音
速
 
 

り
－
 
 

・
 
一
 
て
 
ノ
 
 

∴
∴
－
－
．
㌧
 
 

了
苓
ギ
肇
 
 

甘
警
轡
空
 
 



【事例6】  

実施センター名   沖縄県赤十字血液センター  

実 施 名 称   けんけつキッズ・サマースクール  

実施日時（期間）  平成18年6月7日（水）～平成19年2月8日（木）  

実 施 場 所  美東小学校、兼原小学校、伊波中学校、KBC学園  

県立八重山商工高等学校他10校  

沖縄県、骨髄バンクを支援する会  協 力 団 体  

若年層へ血液・献血についての知識を深めることにより献血思想  

の普及を図る。また、献血実施校については、献血への参加を促  

すとともに安全な献血を行うことを目的とする。  

実 施 目 的  

実 施 内 容：骨髄移植経験者による輸血体験談の発表。血液センター職員によ  

り血液のしくみ、献血の重要性、献血から供給までの流れ等を説  

明（ハ○ヮーホ○ィント使用）  

若年層に対し、輸血の体験談や献血の重要性を視覚的に説明する  

ことにより献血への理解促進が図れた。  

実 施 評 価  

参加者：総計2，351人  実 施 結 果  

（参考：過去の実績）  

平成16年度約2，100人  

平成17年度約1，950人  
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複数回献血協力者確保事業事例  

【事例7】  

実施センター名   

実 施 名 称  

東京都赤十字血液センター   

「サンクスドナーAED」（献血携帯メールクラブ会員限定「医  

学講演、赤十字救急法講習会」）   

平成19年11月 4日（日）午後  
平成19年11月17日（土）午後  

平成20年 3月15日（土）午後   

平成19年11月 4日（日）武蔵野赤十字病院山崎記念講堂  

平成19年11月17日（土）日本赤十字社辰巳ビル  

平成20年 3月15日（土）日本赤十字社辰巳ビル   

日本医科大多摩永山病院救命救急センター（講師派遣）   

複数回献血者確保事業の一環として、献血携帯メールクラブ会  

員向けに、日頃の献血協力に対する感謝の意を込めて実施。会  

員限定講習会という特別イベントを行い、今後も積極的な複数  

回献血の協力が得られるようにする。   

救命救急担当医の講演により、輸血の大切さや必要性を理解し  

ていただいたうえで、心配蘇生法やAED）「自動体外式除細  

動器」を使用した講習を実施した。   

3回の開催案内に対し、応募定員の252名．の約5倍の申込があ  

った。協力的な献血者の中には、このような講習会参加の希望  

が高いことが分かった。献血後の血液の使われ方や大切さがよ  

く分かったと好評であった。   

参加者：273 人  

実施日時（期間）：  

実 施 場 所  

協 力 団 体   

実 施 目 的  

実 施 内 容  

実 施 評 価  

実 施 結 果  

く11／17日本赤十字社辰巳ビル〉   〈11／4武蔵野赤十字病院山崎記念講堂〉  
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【事例8】  

兵庫県赤十字血液センター   実施センター名  

兵庫県栄養士会との連携による献血希望者への栄養相談   

（1）平成19年11月6日（月）～平成20年3月31日（月）  

受付時間14時～16時30分  

（2）移動献血会場は3月7日、14日、25日の10時～15時  

（1）ミント神戸15献血ルーム  

（2）移動献血会場3カ所（加古川市役所・上郡町・新宮町）  

実 施 名 称   

実施日時（期間）  

実 施 場 所  

協 力 団 体   

実 施 目 的  

兵庫県栄養士会・兵庫県・県内市町   

兵庫県栄養士会「栄養ケアステーション構想」との連携により、  

献血者及び比重不足等の献血不適者を対象とした栄養相談を行  

うことによって、献血者をはじめとする兵庫県民の健康増進に寄  

与するとともに複数回献血協力者の確保を目的とした。   

血液センターが相談場所を準備し、県栄養士会が派遣した管理栄  

養士による献血来場者との対面式の栄養相談を行った。主に献血  

不適者を対象に「なるほど！献血」冊子などを活用し、食生活の  

改善を中心とした栄養相談（指導）とした。周知方法は血液セン  

ターホームページや献血ルーム受付での案内にてチラシを配布  

した。   

（1）今回は期間が短く、複数回献血につながるかどうかまでの分  

析はできなかったが、この取り組みを通じて食生活の栄養バ  

ランスの大切さを理解してもらうとともに、若年層を中心に  

まだ献血したことのない方への献血動機づけに繋がるもの  

と思料される。  

（2）■県栄養士会との連携によるPR効果は大きく、新聞社2社  

（朝日・神戸）、NHKラジオ（『ラジオ夕刊』）、サンT  

V（『週刊ひょうご夢情報』）で取り上げられ、冬季血液の  
確保の一助となった。   

総実施回数：21回 参加者：総数 72人  

一人あたりの相談時間は5～30分程度であり、平均は12～13分。  

実 施 内 容  

実 施 評 価  

実 施 結 果  

10代  20代  30代  40代   
50以  

上   
不明   計   

相談者数計   0   23   16   18   4   72   

（内男性）   （0）   （4）   （5）   （4）   （7）   ／  （20）  



新 聞 記 事  

センター名：兵庫鼎  新聞社名 神  戸   日付：‖／5（月）  

献血ルームで栄養相談  
亨兵庫県内の女性献血状況   貧血で「不適格」の女性急増受け  
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〇
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献血協賛企業活動推進事業に係る事例  

【事例9】  

日本赤十字社血液事業本部  実施センター名   

実 施 名 称   献血サポーターWEBサイト   

対  象  献血団体・献血推進団体  

実施日時（期間）：平成20年2月1日（金）より  

これまでの、申込書による「献血サポーター」への参加登録方法  

の他に、インターネットからの参加登録機能を構築することによ  

り、利便性の向上と手続きに係る時間短縮を図り、更なる「献血  

サポーター」への参加企業・団体の増加を目指す。   

「献血サポーター」に参加いただける企業・団体がインターネッ  

トから登録の申込みができる。  

登録完了後は、「献血サポーター」ロゴマークを専用サイトから  

ダウンロードして使用することが可能となり、社会貢献活動であ  

る献血活動を国民に広くPRすることができる。  

また、全国都道府県別にロゴマークを取得した献血サポーター活  

動参加企業が紹介できる。   

当WEBサイト上で、参加団体の紹介を増やしていく。  

実 施 目 的  

実 施 内 容  

今後の取り組み  

ホームページ  https：／／m．ken－SapO．jp／   

′ く       ～ヌ入 モく   ●心／′  

1n   



【事例10】  

株式会社マルハン  実施企業名  

株式会社マルハン創業50周年献血活動  実 施 名 称  

対  象  全従業員及びお客様  

実施日時（期間）  平成19年6月1日～平成20年3月31日  

実 施 目 的  社会に対する感謝の気持ちを伝えるために、全従業員参加の献血  

活動を行う。  

実 施 内 容  全国の店舗の全従業員が、献血バス、献血ルーム等で献血の協力  

をする。  

献血サポーターとして参加し、ロゴマークを使用したポスター  

（下図）の作製を行い、全店舗への掲示とともに、自社WEBペー  

ジやCMで献血活動を紹介。  

実 施 結 果：全国227店舗の従業員及びその家族の方々約2，000名の協力をい  

ただいた。  

マルハンは全従業員で献血に協力します。  

1も、£叫的に賦■才力り■少してい一丁．  

人声のま●に欠くことので倉○い■離日人ユ第⊂炸り出Tことがで書■曾ん．  

さらに、血刃＝r長い■Fにわたって犀＃▼ぁこともて轡仁いめてす．  

■血に〃響〟暮I血tいつでも十分にはギするもに昔．♯えーユかのp■が  

あ■lこ慮り王T．  

マルハン㌶亨霊のらOl＝草毛jLえモペニあ上りよして、社主⊂王1丁も「8－＿の  

ま持ちモ伍1るたIb亡、斗たちにで響●ことモ■久饗した．  

モれが貪鑓1qlO，000人讐】轟の…■＝■為■jでT．  

縫製坦h－－p二〟…r〔9rU削C頼  
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【事例11】  

実施センター名   日本赤十字社血液事業本部  

携帯電話やパソコンによる献血履歴及び検査成績の照会   

複数回献血クラブ会員   

平成20年4月15日（火）から   

献血にご協力いただいた複数回献血クラブ（以下「クラブ」とい  

う。）会員へ、現在、献血手帳及び献血カードで確認できる献血  

の履歴や、ハガキによりお知らせしている検査成績（生化学検査、  
血球計数検査）について、携帯電話やパソコンで照会できる機能  

をクラブシステムに追加することにより、利便性の向上を図り、  

更なる同会員の増加並びに複数回献血への協力を推し進める。   

クラブ会員は、携帯電話及びパソコンのクラブシステム会員専用  

ホームページからログインし、「献血記録」を選択すると、「献  

血履歴」と「検査成績」を表示する。表示項目は次のとおり。   

（1）献血履歴  

血液型、献血回数、献血日、  〔携帯電話画面〕  

実 施 名 称   

対  象  

実施日時（期間）  

実 施 目 的  

実 施 内 容  

採血センター名、献血種類  
日本奔十字吐  

複数動鋸虚クうデ   
モ汀イルサイト  8本葬十字穂  

積故郷血努デ  ー  
モハィルサ小  献血記録  

献血記録  
雅言果のグラフ  
鳩新油分）   

Xクラブの色  
凍準侶範囲内：青  

下限値以下：穫  
上級値以上：ピンク  

●乱丁（GPT）  

標準櫨：5～45  
H19朗10 雌“恥入、′諷36  
H柑CeOl  50  

日一合1225  

日柑110l京磁場′曳 

日t7、（熔01t∧．＿L〉，30   

●AST（GOT）  
凍準橋：11 
日190410  
州90201 5  

甘柑1225  3B  

血液型：0◆型  

献血回数；21回  

1包前嘩場  
末京  4伽L  

2回前岬  
東京  2∝如L   

つー罰前 日l分！イ〉りち  

（2）検査成績   

ア．献血時の情報（血圧、脈拍）   

イ．生化学検査（7項目）  

ウ．血球計数検査（8項目）  

検査成績は、過去5回分を比較で  

きるようグラフで表示。また、献血  

後にその献血履歴及び検査成績がホ  

ームページに表示されたことのお知  

らせメールをクラブ会員へ送付する。  

11）  

Hlg．11、01  

H170001  25   

●γ－QTP  
練準侶：10－飴  
H19餅10  
＝柑0201  をO  

H181225  5  

日l金110l  

日！70令01  

■■凱＼ス巴rll－rヽ  
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【事例12】  

日本赤十字社血液事業本部  

「ありがとう、献血。」WEB映像配信  

～病気やけがで輸血を受けた患者さんやその家族の声～  

実施センター名  

実 施 名 称  

一般の方、献血者  対  

実施日時（期間）  平成20年4月1日（火）より  

病気やけがで輸血を受けた患者さんやその家族の体験談について、  

その声を映像でご覧いただき、医療における輸血の重要性を理解  

し、献血への感謝の気持ちを感じることにより、献血へ更なる関  

心を持っていただき、献血における意欲向上を目指す。   

献血運動推進全国大会での体験談発表について、複数回献血クラ  

ブシステムのホームページに掲載した。  

平成20年4月の運用開始時は、第41回和歌山大会の岡本さん、  

第43回福井大会の宮川さん、安永さんの3名の発表を見ること  

ができる。  

パソコン上からホームページの各発表者をクリックすると、映像  

や音声のファイルを再生するためのソフトウェアが起動し映像  

が流れる。また、携帯電話用のホームページでもダイジ ェスト版  

を見ることができる。  

実 施 目 的  

実 施 内 容  

ホームページ  https：／／www．kenketsu．jp／  

13   



平成19年度 若年層献血確保対策  

た＝し浬 く‘  攣恐照代 － く  癒観衆鍍損淘渾海顧喜策  十＼／  

実施   呼びかけるイベントを実施した。  

北海道   2．学生主体のサマーキャンペーンを実施した。  
3．献血推進ポスターコンクールの実施   3．献血推進のポスターコンクールを実施した。   

1．ハガキ依頼   1‥ メールと封書による依頼の実施。  
青森        2．セミナー開催   2．大学の学生課を通して参加を募る。  

3．はたちの献血キャンペーン   3．成人式会場において記念品引換券配布した。   

1．高校生に対する普及啓発   1．県内の全高校3年生に対し県製作の献血普及啓発ク  
2．県マスコットキャラクターを活用した  リアファイルを配付した。  

岩手  
普及啓発  ノ   2．告知用ポスター・チラシ等各種広報物にマスコット  

キャラクターを使用街頭献血でマスコット着ぐるみによ  
る広報活動を行った。   

1．大学・専門学校（仙台市内）における  1．4月に4大学で学内献血キャンペーン実施し、11月  
学内献血推進強化   ～3月は仙台市内献血ルームの近隣専門学校や大学述べ  

65校を訪問し、ルームへの来場促進を強化。  宮城            2．はがきによる献血のお礼状送付     3．はがきによる献血依頼   2．10代、20代の初回者への礼状を送付。  
3．はがきによる献血依頼を行った。   

1．講演会（またはセミナー）の開催   1．3回講演会を実施。  
2．はがきによる献血依頼   2．はがきによる献血依頼を行った。  

秋田            3．献血キャンペーンの実施   3．，．若年者を対象としたキャンペーンを実施した。  
4．高校生に対する感謝状の贈呈（卒業  4．在学中に複数回協力した生徒に対し感謝増を贈呈。   
時）  

山形  1．若年層献血キャンペーン   1．平日限定でキャンペーンを実施した。   

1．高校献血実施（体験）   1．献血の体験のため、高校での献血を実施した。  
栃木       2．はがきによる献血依頼   2．はがきによる献血依頼を行った。  

3．大学・短大・専門学校献血実施   3．大学・短大・専門学校での献血を行った。   

1．Jリーグ（J2）ザスパ草津の献血推  1．イベント2回を実施。  
進ポスター作製とイベント実施  2．学生主体の献血キャンペーンを実施した。   

群馬        2．群馬県学生献血推進連合の献血キヤン  
ペーン′  

1．彩の国献血フォーラム   1．献血思想の啓発が測られた。また、例年継続的に参  
2．出前講座   加される方が増えた。  
3．親子ふれあい献血キャンペーン   2．県内の小・中・高・専門学校へ出前で授業を行い、  
4．卒業献血キャンペーン   生徒・児童が血液、献血の話を聞くことにより他人への  
5．バレンタイン及びホワイトデー献血  思いやる心“献血思想”の普及啓発が測られた。  
キャンペーン   3．採血車を2台配車。献血クイズ等お子さん対象のイベ  

ント。親と子で本キャンペーンに参加し、両親が献血し  
ている姿をお子さんが見ることで、幼少より献血を身近  

埼玉  に感じ将来の献血につながる 
。    4．記念品の費用は埼玉県薬務課、県内各校長宛文書の  
発送は教育局、4万3千枚のチラシを血液Cが作成し発  

○  

5．県内の医療機関で輸血を必要としている患者さん  
へ、応援メッセージを献血者よりいただき、メッセージ  
集を作製。患者さんやご家族の方、血液を使う医療従事  
者、これから医療に携わる学生、一般の方がご覧いただ  
くことで献血思想の輪が広がる。   

1．ハガキによる複数回献血依頼   1．はがきにより献血依頼を行った。  
2．ラクロス献血協力者に対する複数回依  
頼  を依頼した。  

東京         3．施設見学の実施   3．若年者を対象として、施設見学を実施した。  
4．大学、短大献血の増回・増班   4．施設見学等で関係者の献血への理解と協力を各日に  

得られた。大学献血の増会につながった。   

14   



■汚 遇 ’、   

1．大学献血の推進   ≒蓮如締瀧弾晶舘漸派闇梱備霹‘  こ  
議において大学献血での協力を依頼した。各大学の授業  

神奈川  
形態を再確認する事により特定大学では、増班が可能と  
なり、思想普及が出来た。また、学生献血推進を促すた  
め学生に好評あるカップめんを配布する事で安定確保に  
つながった。   

1．卒業献血を中心とした高等学校での献  1．高等学校での献血実施。  
血実施  2．学生ボランティアによるPR。   

新潟        2．学生ボランティアの協力による献血P  
R  

1．はがきによる献血依頼   1．はがきによる献血依頼を行った。  

2．セミナー開催   2．看護学校にて血小板成分献血推進セミナー開催。  
3．血液センター見学会   3．若年者を対象に血液センターの見学を実施。  

富山                 4．学生献血ボランティアと連携したイベ  
ントの実施tサマー献血、クリスマス献  
血）   

1．中学生対象の献血ポスターを募集   1．中学生対象に献血ポスターコンクールを実施し、優  
2．高等学校における献血指導者研修会の  秀作晶について知事表彰を行い、市内のデパート及び献  
開催   血ルームで展示を行った。  

石川  
3．大学の学園祭時に普及啓発を実施   2．高等学校の教職員を対象とした献血指導者研修会を  

実施した。  
3．3大学の学園祭の献血実施に併せて、チラシ・  
ティッシュを配布し普及啓発を行った。   

1．献血推進キャンペーン   1．若年層を対象にキャンペーンを実施。  

福井  
2．ハガキによる献血依頼・要請   2．地元アーティストのライブコンサート開催で若者の  

来場者が多く、複数回献血，若年層献血推進に貢献した。   

1．高校献血の全校実施   1．県内全校実施。  
2．短大・大学献血の実施   2．県内全短大・大学実施。  

山梨            3．セミナー一閃催   3．県内の高校生・短大・大学生対象の研修会を実施。   

1．体験ルームの実施   1．若年層への啓発行うため実施した。  
長野       2．献血キャンペーン   2，血液の不足する時期にキャンペーンを実施した。   

1．高等学校推進   1．県作成の啓発用リーフレットを持参し、県下高等学  

岐阜  
2．大学・短大・専門学校推進   校を訪問。高等学校学内献血ができない学校は、献血  

ルームでの献血経験をお願いした。  
2．大学、短大、専門学校に対し献血の推進を図った。   

1．学生献血連盟によるキャンペーン   1．学生主体で、春、夏学生キャンペーンを実施した。  
2．中部学生リーダー研修会   2．学生の育成のため研修会を実施した。  

愛知            3．学内献血実施   3．大学、短大、専門学校を対象に学内献血を実施し  
」 0   

1．文化祭での啓発パネル展示   1．文化祭で献血啓発用のパネルを展示し、普及啓発を  
2．若年層献血キャンペーン   図った。  

三重            3．セミナー一関催   2．400mL献血を年3回実施。  
3．勉強会実施（血液センターにて）   

1．はがきによる献血依頼   1．はがき、封書により献血の依頼を行った。  
2．セミナーー開催   2．若年層を対象にセミナーを開催した。t  

滋賀            3．若年者献血キャンペーン（バレンタイ  3．バレンタインに、若年層を対象にキャンペーンを実   ン献血）  施した。  
4．大学生を母体へ送迎   4．2大学で送迎による献血依頼。   

1．若年層対象のはがきによる献血依頼   1．20～35歳の若年層に依頼ハガキを郵送した。  
（おくりもの献血キャンペーン）  2．街頭献血・献血ルーム前での呼びかけ活動を実施。   

京都        2．学生献血推進協議会によるキヤンペー  
ン′  

1．はがきによる献血依頼   1．はがきよる献血の依頼を行った。  

2．献血おもしろゼミナール開催   2．若年層を対象に施設見学等を実施した。  
3．献血イベント（学園祭を含む）   3．学園祭でイベントを実施した。  
4．学生400mL献血キャンペーン   4．学生を対象にキャンペーンを実施し、カップヌード  

大阪                      5．初めての400mL・成分献血キャンペー  ルミニ3Pセットを記念品として配布した。  
ン′   5．初めての400mL・成分献血に対し、教育委員会より  

チラシ配布。また、記念品としてキティバンダナを配  

布。   

兵庫  1．ホット＆フレンズキャンペーン   1．大学学内献血で、記念品にカップ麺を提供した。   

1【＝   



：賃   y      奈良    1．若年者献血キャンペーン  1．学生献血推進協議会によるキャンペーンを実施し          た。   
和歌山  

1．学生実行委貞会主催キャンペーン   1．街頭献血においてキャンペーンを実施し。   

1．研修、セミナーの開催  1・県職員新任採用者へ献血の必要性を理解していただ  
鳥取                2．はがきによる献血依頼  く良い研修となった、。  

2．19歳20歳を対象に献血の依頼を実施。   

1．はがきによる献血依頼  1．はがきによる献血の依頼を行った。  
島根                2．学内献血の実施  2．大学等で学内献血を実施。   

1．大学献血推進協議会セミナー  1．大学生のボランティアのセミナーを開催した。  
広島               2．学生献血推進強化  2．学生に対する推進を強化した。   

1．セミナーの開催  1．若年層を対象としたセミナーを実施した。  
2．DMを活用しダイレクトに依頼する   2．ダイレクトメールにより献血の依頼を行った  
3．大学献血の発展と拡張  3．学生の献血に対する意識向上及び各学校での活動の  

山口                                       4．広報媒体を利用した啓発・啓蒙  円滑化を図った。  
4．広報媒体を利用し、啓発を図った。   

1．若年層献血キャンペーン（バースデー1．若年層を対象にバースデー献血を実施した。  
徳島     献血）   

1．高校生街頭キャンペーン  1．香川県と合同実施（費用香川県負担）。高校生が参加  
2．はがき・電話による献血依頼  して、献血ボランティアを体験する。  

香川  2．事業所での前回献血者へ、依頼はがきにより献血依  
頼を行った。   

1．専門学校・大学校内献血実施の増加  1．専門学校、大学を対象に学内献血を実施した。  
愛媛          2．若年者献血キャンペーン  2．学生赤十字奉仕団による街頭献血を実施した。   

1．ハガキによる献血依頼  1．はがきによる献血の依頼を行った。  

2．若年献血者確保キヤンペ」ン  2．若年者の確保対策として、友達紹介キャンペーンを  
3．学生献血推進協議会加盟促進  実施した。  

福岡                                     4．ルーム近隣の専門学校への推進  3．学生献血推進協議会への加盟促進を行った。  
4．献血ルーム近隣の専門学校に献血の推進を行った。   

1．献血者確保キャンペーンの実施  1．献血者確保のためのキャンペーンを実施した。  
2．学生ボランティア研修会の実施  2．学生ボランティアの研修会を実施した。  

長崎                     3．血液センター見学会の実施  3．若年者を対象に血液センターの見学を実施し、見学  
後には献血をお願いした。   

1．献血推進用パンフレット配布   1．成人式において、献血推進用のパンフレットを配   
上…さ   ヽ ○    2．子内献血キヤンヘー／  布。  
3．学内献血時の学生登録  2．大学等を対象に、学内献血を実施した。  

熊本                             4．県内高校卒業生へのちらし配布  3．緊急時に献血のお願いをするため、学内献血時に登  
録をお願いした。  

4．高校を卒業する生徒を対象に推進用のチラシを配布．   

1．ハガキによる献血依頼  1．はがきによる献血依頼を行った。  

2．高校献血への増車  2．高校へ移動献血車を増車した。  
3．ニュードナーキャンペーン  3．新規の献血者募集のためのキャンペーンを実施し  

大分                                           11       ・－    ＝＝ ＝＝    し■○  

の特別処遇品の進呈  4．学校での献血時の記念品を通常とは別のものに変  

更。   

1，はがきによる献血依頼  1．はがきによる献血依頼を行った。  
2．サマー献血キャンペーン  2．若者を対象としたキャンペーンを実施した。  

宮崎                             3．学内献血の推進  3．高校・大学・専門学校で学内献血を実施した。   

1．九州ブロック学生献血推進サミット  1．2．学生献血推進サミットが本県で開催。献血の普  
（H19年本県が開催県）の開催  及啓発に努める。  

鹿児島                      2．学生献血推進協の活動費  3．高校を訪問し、400mL献血を主体にした献血を実施  
3．学校訪問  した。   

16   
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若年層献血確保対策事例  

【事例1】   

実施センター名  北海道赤十字血液センター  

献血広報用ポスターデザインの募集  

平成18年6月下旬～11月末日 約5ケ月間  

市内デザイン系専門学校（3校）  

札幌市献血推進協議会  

実 施 名 称  

実施日時（期間）  

協 力 団 体  

実 施 目 的  献血広報用ポスターデザイン応募を通じて、献血に関する知識  

や重要性を知っていただき、若者の感覚で表現された作品を使っ  

てポスター等広報資材として活用することにより、若年層に対す  

る献血啓発を行うとともに広く道民への献血普及に繋げること  

を目的とする。  

実 施 内 容  （1）作品募集：平成18年6月下旬～9月下旬  

（2）選出方法：第1回選考 平成18年10月30日  

（有識者による最終候補作品6点を選考）  

第2回選考 平成18年11月7日～11月14日  

（インターネット・携帯電話による一般投票）  

（3）表  彰：平成18年1月29日「献血フォーラム」で表彰  

（4）活用方法：（D平成19年度献血実施告知用ポスターに採用  

②平成19年度献血記念品用袋のデザインに採用  

実 施 評 価  本取組は昭和62年より毎年継続して実施している。  

平成13年からはホームページを通じてネット投票を実施し、よ  

り多くの方々が選出に参加できるようにすることで本取組の周  

知拡大を図っている。学生に献血のデザインを募集することによ  

り献血啓発にもつながりインターネット投票により広く道民に  

献血啓蒙が行えた。今後ポスター展などを実施し、より一  

層の推進を図る。  

実 施 結 果  応募作品数60点の中から「札幌市献血推進協議会長賞」と「北  

海道赤十字血液センター所長賞」を選出した。  

［札幌市献血推進協議会長賞］  

‘I／7  

［北海道赤十字血液センター所長寅］   



平成19年度若年層献血確保対策  

【事例2】  

実施センター名：群馬県赤十字血液センター  

実 施 名 称：ザスパ草津献血応援スペシャルマッチ ～献血力～  

実施日時（期間）：平成19年9月23日（日）11：00～19：00  

実 施 場 所 ：県立敷島公園陸上競技場及び周辺  

協 力 団 体 ：ザスパ草津  

実 施 目 的：群馬県内初のプロサッカーチームであり、群馬県民から熱い期待と応  

援を受け群馬のシンボル的存在となった「ザスパ草津」の選手に献  

血広報媒体（献血推進ポスター出演）になっていただくことにより、  

県民の献血意識の向上を図る。  

実 施 内 容 ：ザスパ草津ホーム戦ベガルタ仙台戦を献血応援スペシャルマッチと  

していただき、献血実施及びPRを行った。（詳細は別添）  

献血推進ポスターに出演していただいた。  

実 施 評 価 ：会場内には多くの方が来場し、効果的なPRができた。  

実 施 結 果 ：受付者数54名、採血者数37名．（400ml：25名、200ml：1  

2名）献血の受付時間は当日の試合時間（16：00キックオフ）を  

考慮して12：00～16：00とし、15：30過ぎの受付者に対  

してはトラブルの無いよう、受付時に献血終了が試合開始に間に合わ  

ない可能性がある旨を伝えた。）  

写  真   



別添  

《実施内容詳細》  

＊献血実施  

＊ザスパ草津、群馬県赤十字血液センター′コラボェコバッグ配布（ルームキャンペーン、   

当日献血処遇品）  

＊ゲートサイン  

＊サインボール投げ込み  

＊マッチデープログラム掲載  

＊電光掲示板PR  

＊選手による献血会場周辺献血PR（ポケットティッシュ配布）  

＊ザスパ草津植木監督献血への協力  

＊ポスター出演選手による献血会場及びスタジアム内音声献血PR《録音》  

＊けんけつちゃん（着ぐるみ）、ザスパ草津キャラクター湯友くん（着ぐるみ）、及びキ   

ッズによるハーーフタイム場内PR  

＊ハーフタイム抽選会  

＊TVコマーシャル  
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【事例3】  

実施センター名：福井県赤十字血液センター  

実 施 名 称 ：夏の献血キャンペーン2007  

「ナナ・イロからの贈物」ライブコンサート  

実施日時（期間）：平成19年8月26日（日）【12：00・15：00 の2回公演】  

実 施 場 所 ：①福井県赤十字血液センター会議室 （12：00）  

②ショッピングセンター催事場（あじさいホール）（15：00）  

協 力 団 体 ：福井街角ラジオ  

実 施 目 的 ：複数回献血クラブ会員増加・若年層献血普及  

実 施 内 容 ：①複数回献血クラブ会員限定ミニライブ  

血液センター会議室にてクラブ会員限定（事前募集）50名を迎え  

てミニライブを実施。  

②クラブ員＋一般（200名）  

クラブ会員（事前）募集＋一般の方を対象にライブコンサ  

ートを開催。（トークで若年層献血推進P R）  

実 施 評 価 ：大型ショッピングセンターの開催で、家族連れなど広い層に対して複  

数回献血クラブの意義を周知できた。（新聞社取材）クラブ会員へ  

のメリット効果。  

実 施 結 果 ：2回の公演で250名の来場者があり、複数回献血クラブの周知に貢献  

した。  

また、地元女性音楽デュオ「ナナ・イロ」（24歳）が、分かり易く  

献血へのアピールしてもらい若年層普及面でも効果があったム  

写  

ワ∩   



【事例4】  

石川県赤十字血液センター  実施センター名  

中学生を対象とした献血ポスターコンクールの実施  実 施 名 称  

平成19年7月1日（日）～10月31日（水）  実施日時（期間）  

協 力 団 体  石川県  

若年層の献血意識を高揚させるための啓発事業を行う。  実 施 目 的  

県内の中学生を対象として募集し、優秀作品について知事表彰を行  

うとともに、デパート及び献血ルームでこれら優秀作品の展示を行  

った。  

また、優秀作品を県内全域路線バスの車内広告や公立図書館で配布  

する啓発しおりに活用する。  

実 施 内 容  

県内24校から233点の応募があり、金賞1点、銀賞3点、銅賞6  

点、佳作10点、入選20点を選出した。  

献血ポスターコンクール優秀作品展を開催し、多く方が来場された。  

12／12～12／18  香林坊大和8階  

12／19～1／9  献血ルームラブロ  

また、平成20年度「愛の血液助け合い運動」の実施に併せて、県内  

全域路線バス400台を対象に7／1～8／31まで金賞作品を活用し、献  

血の必要性を訴えた。  

実 施 結 果  

つ1   



平成19年度 複数回献血者確保対策  

重義r－       粉           帯  鞘． 喜 酬醇事績秘韓．軒端たミ   
北海道   2．複数回献血クラブの設置・運営  

3．献血処遇晶の変更   3．処遇品の変更。   

1．メールによる献血要請   1．複数回献血協力者に対し、メールにより献血依頼。  
青森       2．はがきによる献血依頼   2．はがきにより複数回献血協力者へ献血依頼。   

1．メールによる献血要請   1．複数回献血協力者に対し、メールにより献血依頼。  
岩手       2．封書による献血依頼   2．封書により複数回献血協力者へ献血依頼。   

1．メールによる献血依頼   1．複数回献血協力者に対しメールにより献血依頼。  
宮城       2．はがきによる献血依頼   2．はがきにより複数回献血協力者へ献血依頼。   

1．メールによる献血要請   1．複数回献血協力者に対し、メールにより献血依頼。  
2．はがきによる献血依頼   2．はがきにより複数回献血協力者へ献血依頼。  

秋田            3．新規会員の募集   3．複数回献血協力者の新規募集活動。  
4．情報誌の発行とり†フレットの配布  4．情報誌の発行とリーフレットの配布。   

1．メールによる献血要請   1．複数回献血協力者に対し、メールにより献血依頼。  
山形       2．はがきによる献血依頼   2．はがきにより複数回献血協力者へ献血依頼。   

1．メールによる献血要請   1．複数回献血協力者に対し、メールにより献血依頼。  
福島       2．はがきによる献血依頼   2．はがきにより複数回献血協力者へ献血依頼。   

1．メールによる献血要請   1．複数回献血協力者に対し、メールにより献血依頼。  
茨城       2．ハガキによる献血依頼   2．はがきにより複数回献血協力者へ献血依頼。   

1．メールによる献血要請   1．複数回献血協力者に対し、メールにより献血依頼。  
栃木       2．はがきによる献血依頼   2．はがきにより複数回献血協力者へ献血依頼。   

1．メール献血協力要請   1．複数回献血協力者に対し、メールにより献血依頼。  

群馬       2．健康相談の実施   2．複数回献血協力者に対し健康相談の実施。  
3．はがきによる献血依頼   3．はがきにより複数回献血協力者へ献血依頼。   

1．メールによる献血要請   1．複数回献血協力者に対し、メールにより献血依頼。  
埼玉       2．はがきによる献血依頼   2．はがきにより複数回献血協力者へ献血依頼。   

千葉  1．はがきによる献血依頼   1．はがきにより複数回献血協力者へ献血依頼。   

1．Eメールによる献血依頼   1．複数回献血協力者に対し、メールにより献血依頼。  
2．ハガキによる献血依頼   2．はがきにより複数回献血協力者へ献血依頼。  
3．冬季400mL献血リピーターキヤンペー  3．献血バスでカードを配布し、次回来場の際に記念品を配  

東京                 ン′  布。  
4．献血サポーターキャンペーン  4．400mL献血協力者に再度協力を依頼し、了解いただけた  

方には、ご自身で葉書に「住所」・「氏名」を記入いただき  
4カ月後に発送を行う。   

神奈川  1．はがきによる献血依頼   1．はがきにより複数回献血協力者へ献血依頼。   

1．メールによる献血要請   1．複数回献血協力者に対し、メールにより献血依頼。  
2．はがきによる献血依頼   2．はがきにより複数回献血協力者へ献血依頼。  

新潟            3．献血バス会場献血者の献血ルームへの  3．献血バスでの献血者に対し、次回献血ルームへ来ていただ  

誘導   くよう依頼。   

1，複数回献血クラブ員の確保   1．複数回献血協力者に対し、複数回献血クラブへ加入してい  
2．はがきによる献血依頼   ただくようお願いする。  

富山            3．献血実施回数の増加   2．はがきにより複数回献血協力者へ依頼。  
3．年1回献血実施の事業所に対し年2回の実施を依頼。   

石川  1．メールによる献血要請   1．複数回献血協力者に対し、メールにより献血依頼。   

1．メールによる献血要請   1．複数回献血協力者に対し、メールにより献血依頼。  
山梨       2．はがきによる献血依頼   2．はがきにより複数回献血協力者へ献血依頼。   

1．メールによる献血要請   1．複数回献血協力者に対し、メールにより献血依頼。  
長野       2．ハガキによる献血依頼   2．はがきにより複数回献血協力者へ献血依頼。  

3．ポスターの配布   3．複数回献血協力確保のため、ポスターを配布。   

岐阜  1．はがきによる献血依頼   1．はがきにより複数回献血協力者へ献血依頼。   

1．メールによる献血要請   1．複数回献血協力者に対し、メールにより献血依頼。  
2．はがきによる献血依頼   2．固定施設への献血依頼はがき送付、移動採血会場への献血  

愛知            3．愛知県とのタイアップによるキヤン  依頼はがき送付  
ペーン実施   3．年間2回400mL献血をお願いするキャンペーン実施   

つつ   



クラブ未加入者へ、ダイレクトメールにより登  

2．はがきによる献血依頼   

録をお願いした。   



複数回献血者確保対策事例  

【事例1】  

実施センター名：東京都赤十字血字夜センター  

実 施 名 称 ：献血サポートキャンペーン  

実施日時（期間）：募集期間 7月～11月 協力期間11月～3月  

実 施 場 所 ：都内献血ルーム  

実 施 目 的 ：冬場の全血献血（400mL）者確保  

実 施 内 容 ：7月～11月までの400mL献血協力者に4カ月後に再度協力を依頼し、  

了解いただけた方には、ご自身で葉書に「住所」・「氏名」を記入い  

ただき4カ月後に発送を行う。  

葉書を持って協力いただいた方には記念品のお渡しする。  

実 施 評 価 ：通常の依頼であると応諾率が約10％であるが、ご自身で書いた葉書  

が郵送されることにより、応諾率が約3倍に増える。  

これにより、冬場の献血者確保の有効な手段と考える。  

実 施 結 果 ：募集人数30，135名 来場者数9，875名  応諾率32．8％  

都内23区の献血ルームの応諾率 31．3％  

都下の献血ルームの応諾率  37．5％  
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平成19年度 その他献血者確保対策  

く紛  北海道  1．大学での献血実施時の献血者数増加  1．体育会系芦芳≡ヲ（部活動）の献血団体登録（献血サ    ポーター）と血液不足時に応じた献血要請の実施 ．   

1．電話による献血依頼   1．電話による依頼を行った。  

2．県内の事業所で実施した。  青森       2．400mL献血キャンペーンの実施     3．ポイント制の導入   3．ポイント制を導入した。   

岩手   1．ハガキによる献血依頼   1．はがきによる献血依頼を行った。   

1．各市町村が設定する献血日（会場）を  
見直していただき、実績が低い場所の実施   
を取止め、より献血者の多い会場へ配車し  かではあるが、向上した。  
ていただくよう勧奨し、効率の良い採血が  2．40回の宿泊献血を実施。その結果、ナイター献血  
得られるようお願いする。   

宮城  
等、移動時間の短縮化を図り受付時間を有  
効なものにする。   

1．成分献血登録者募集用DMの作成配布  1．成分献血登録者に対し、ダイレクトメールを送付し  
2．定期的成分献血者確保対策（ポイント  献血の依頼を行った。  

福島            キャンペーン適用）   2・ポイントキャンペーンを実施し、定期的な成分献血  
を依頼した。   

1．次回の予約推進（固定施設）   1．固定施設での献血協力者に対し、次回の献血予約を  
2．午前中及び平日の献血者確保ポイント  お願いした。  

栃木  
キャンペーン（適用等）   2．ポイントキャンペーンを実施し、午前中及び平日の  

献血者確保を図った。   

1．次回予約献血の推進   1．献血協力者に対し、次回の献血協力の予約をお願い  
群馬       2．需給の情報を把握し電話による献血依  した。  

頼   2．電話による献血依頼を行った。   

1．次回の予約推進（特に平日）   1．献血協力者に対し、次回の献血協力の予約をお願い  
2．電話による献血依頼（水曜と木曜の予  した。  

埼玉            約率の向上）   2．水曜日と木曜日の献血依頼を行った。  
3．メールによる緊急依頼   3．メールにより緊急の献血依頼をおこなった。   

1．都内献血ルームポイントキヤンペー   1．2．再来促進のため、ポイントキャンペーン、ほっ  

東京       ン！   とキャンペーンを実施し、対象者には 特別な記念品を  
2，ほっとキャンペーン  贈呈。   

1．企業献血の推進   1．新潟県経営者協会加入企業にアンケートを実施し、  
新潟       2．「献血協力カード」の配布   新規企業を開拓した。  

2．血液不足時に協力団体に配布し、献血協力を得た。   

1．母体中心：推進キャンペーン   1．平日の安定確保のために、キャンペーンを実施し  
2．次回PC予約推進  」 0  

福井                 3．成分献血ポイント制   2．献血協力者に対し、次回の献血予約をお願いした。  
3．ポイント制を導入し、血小板成分献血の安定確保に  
貢献できた。   

1．高校献血の全校実施   1．県内全校の献血実施  
2．短大・大学献血の実施   2．県内全短大・大学の献血実施  

山梨            3．セミナー・開催   3．県内の高校生・短大・大学生対象の研修会を実施   

長野  1．献血ルーム10周年キャンペーン   1．10周年にあわせてキャンペーンの実施   

1．職専免   1．岐鼻県庁薬務水道課より事前に文書にて職専免での  
2．電話による依頼   協力許可を得、採血日前日の午前中に、該当の施設に血  
3．はがきによる依頼   液センターより血小板献血を血液型別、希望人数を伝  

岐阜  え、翌日希望時間に車での送迎を行う。  
2．電話による献血依頼を行った。  

3．はがきによる献血依頼を行った。   
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ン、豆  蟹挙ユ；   
愛知   のポイント制導入。   

1．次回の予約依頼   1．固定施設における献血者に対し、次回献血の予約を  
2．電話による依頼   お願いする。  

三重            3．成分献血登録者の確保   2．電話による献血依頼を行った。  
3．成分献血登録へのお願いをした。   

1．電話及びハガキ等による献血依頼   1．電話、はがきによる献血依頼を行った。  
2．定期及び緊急時の協力団体の拡大  2．近隣事業所に対し、定期、緊急時の献血協力を依  
3．次回の予約推進  頼。  

滋賀         4．新聞折り込みチラシ  3．ライオンズクラブの協力により、献血者に対し、次  
回の献血協力を依頼。  
4．新聞の折込により献血のお願い、普及啓発を行っ  

」 亡I   

1．期間限定のはがきによる献血依頼   1．はがきによる献血依を行った。  
2．「2回目のおくりもの献血」カード配  
布  3．血小板献血推進キャンペーンを実施。  

京都         3．「月火水にお願いキャンペーン」   4．献血ルームの献血者対象に、はがきによる400mL献  
4．はがきによる400mL献血依頼実施   血の依頼を行った。   

1．ハガキ、封書及びEメールで依頼   1．はがき、封書、メールによる献血依頼を行った。  
2．受付、採血、休憩中に血小板可能者に  2．献血者に、 

大阪  3．記念品を通常のものから変更し、400mL献血者の増  
3．400mL献血増強キャンペーン   加を図った。   

1、献血ルームにおけるサービスの充実   1．ネイルケア、ハンドマッサージ、スポーツマッサー  

兵庫  
ジ、イベント、バレンタインデー献血、すっきり献血  
キャンペーン、夏季、秋季、冬季キャンペーンを実施し  

し．＿●   

1．予約制の推進   1．予約制の推進を図った。  
2．電話、はがきによる献血依頼   2．電話、はがきによる献血依頼を行った。  

奈良            3．メール会員による献血依頼   3．メールによる献血依頼を行った。   

1．成分献血協力団体拡大   1．県庁、自衛隊、海上保安庁等の公共団体の他にJA  
2．電話による献血依頼   和歌山損保ジャパン、愛和会、酒販組合、マルハン等の  

3．再来献血推進   協力団体に依頼し協力を得た。  
和歌山  2．はがき送付者に対し、協力要請の電話依頼を行っ  

」 ○  

3．ダイレクトメールを送付し、成分献血の協力依頼を  
実施した。   

1．電話による献血依頼   1．電話による献血依頼を行った。  
鳥取       2．午前中の献血者確保   2．献血ルームのサービスを充実させた。   

1．血小板成分献血者確保   1．メールによる血／ト板成分献血依頼を行った。  
島根       2．電帯 はがきによる献血依頼   2．はがきによる血小板成分献血依頼行った。   

1．電話による献血依頼   1．血妾夜不足時に電話要請を行った。  
2．献血協力団体に定期的に依頼   2．献血協力団体に対して、定期的に献血協力の依頼を  

山口  
3．キャンペーンの実施   行った。  

3．血小板確保対策として、ハT7ウルキヤンヘ○－ン、RedX’  
mas2007キヤンヘ○－ン、ゆく年・くる年Thanksキャンヘ○－ン、ハ○レンタイ  

ン献血キヤンヘ○－ン2008、ひな祭り献血2008   

1．市町村巡回地の献血者へのDM依頼   1．移動献血車で巡回する市町村の献血者に対し、ダイ  
徳島  レクトメールにより献血の依頼を行った。   

1．平日の献血者確保   1．平日の献血ルームでのイベント強化。  
2．次回の予約推進   2．プロバスケット（Bjリーグ）試合において、献血ルー  

香川            3．電話による献血依頼   ムのPRイベンをト実施。  
3．電話で献血依頼を行った。   
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その他献血者確保対策事例  

【事例1】  

実施センター名：新潟県赤十字血液センター   

実 施 名 称 ：献血への協力に関する企業アンケート実施状況   

実施日時（期間）：平成19年9月18日（月）～10月5日′（金）   

実 施 場 所 ：社団法人新潟県経営者協会加入企業308社   

実 施 目 的 ：献血者確保の中心的役割を担っている企業献血のより一層の推進を  

図るため新潟県と連名でアンケート調査を実施   

実 施 内 容 ：社団法人新潟県経営者協会加入企業308社に対し、献血協力に関する  

アンケート調査を実施（結果は別添参照）   

実 施 評 価 ：県と連名によるアンケート結果を踏まえ、企業訪問を実施した。その  

ため、企業側の反応も良く、多くの新規企業を開拓することができた。   

実 施 結 果 ：①アンケート結果を踏まえ、10月下旬以降企業訪問を実施  

19年度に献血バスを配車した企業  4社  

20年度に献血バスを配車予定の企業  11社  

（上記4社を含む）  

19年度に献血ルーム等で協力いただいた企業 7社  

20年度に献血ルーム等で協力予定の企業   13社  

20年度に実施回数を増加予定の企業  2社  

②献血普及啓発資料の送付  

アンケートで献血への協力が可能と回答した企業（114社）に  

普及啓発資材を送付した。   

アンケート結果 ：1．献血への協力状況  

協力している  89社（56％） 過去に協力あり 34社（21％）  

協力したことがない35社（22％） 不明  2社（1％）  

2．今後の献血への協力意向  

現在協力している企業  今後も協力可能83社  

実施回数増可能 6社  

現在協力していない企業 協力可能  11社  

協力困難  10社  

3．今後の協力可能な内容（現在協力していない企業）  

献血バスの受入  15社  

近隣にバスが来たときの協力 34社  

社員への普及啓発  

血液不足時の協力  

献血ルームでの協力  

その他の協力  
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【事例2】  

実施センター名：新潟県赤十字血液センター  

実 施 名 称 ：献血協力カードの配布  

実施日時（期間）：平成19年12月～平成20年3月  

協 力 団 体 ‥新潟県生命保険協会加盟会社、新潟県献血推進協議会加盟の協力団体  

県内のライオンズクラブ  

実 施 目 的 ‥例年、献血者が減少する冬季（12月～3月）の献血者確保のため、協  

力団体に「献血協力カード」を配布し、協力要請を行った。   

実 施 内 容：新潟県生命保険協会加盟会社20社、県内のライオンズクラブ  

80団体、新潟県献血推進協議会加盟の協力団体及び一般事業所約30  

団体、合計約130社に対し「献血協力カード」を配布し、協力要請  

を行った。  

実 施 評 価  「献血協力カード」の協力団体への配布は、冬季における献血者確保  

に効果があったと考える。また、協力者の回収カードを集計し、協  

力団体に結果報告をすることができた。  

実 施 結 果：カード配布枚数 約7，000枚 協力者数370人（応諾率5．3％）  

写  
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【事例3】  

実施センター名：岐阜県赤十字血液センター  

実 施 名 称 ：県職員の職専免による血液の確保  

実施目時（期間）：平成19年4月～平成20年3月  

実 施 場 所 ：岐阜県赤十字血液センター  

協 力 団 体 ：岐阜県庁及び出先機関  

実 施 目 的 ：血小板献血の確保  

実 施 内 容 ：岐阜県庁薬務水道課より事前に文書にて職専免での協力許可を得、採  

血目前日の午前中に、該当の施設に血液センターより血′J、板献血を  

血液型別、希望人数を伝え、翌日希望時間に車での送迎を行う。  

実 施 評 価 ：迅速に献血者を確保していただき、血′J、板の型別不足分を補うことが  

できた。  

実 施 結 果 ：年間15回依頼（内全血依頼1回）をし、83名の協力を得た。  
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